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の
中
で
、
国
際
委
員
会
の
重
要
な
役
割
を
考
え
る
と
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

国
内
に
目
を
向
け
る
と
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
人

類
の
戦
い
の
最
中
」
と
も
言
え
る
現
在
、
気
掛
か
り
な
こ

と
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
年
以
上
経
過
す
る
中
で
、

い
ま
だ
に｢

緊
急
事
態
宣
言｣

が
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
し
い
問
題
に
つ
い
て
懸
命
な
対
応
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
強
制
力
を
伴
わ
な
い
国
民
の
行
動
規
制
に
偏
る
施

策
は
、
国
民
を
信
頼
し
た
対
策
と
し
て
誇
ら
し
く
思
う
半

面
「
他
国
と
比
べ
対
応
策
が
少
な
く
（
甘
く
）、
対
応
が

遅
い
」
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
「
国
の
保

証
は
、
絶
対
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
考
え
る
国
民
性
が
背
景

に
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
と
い
っ
た
積
極
的
な
対
策
が

遅
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
営
業
自

粛
を
強
い
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
や
や
逃
げ
腰
に
も
見
え
る

　

昨
年
６
月
に
国
際
委
員
会
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
ト
ピ
ー
工
業
の
高
松
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
２
０
１
７
年
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し

て
以
降
、
米
中
貿
易
摩
擦
に
端
を
発
し
、
自
由
化
一
辺
倒

で
拡
大
し
て
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ

り
、
現
在
世
界
を
見
渡
す
と
自
国
第
一
主
義
や
自
国
産
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
20
年
は
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
（
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
）
に
始
ま
り
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
発

足
な
ど
政
治
経
済
の
話
題
の
み
な
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
歴
史
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
大
き
な
国
際
問
題

と
な
り
、
経
済
面
で
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
各

国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
伴
う
人
や
物
の
流
れ
の
寸
断
は
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
打
撃
を
与
え
、
コ
ン
テ
ナ
不
足
な
ど

に
よ
る
輸
送
上
の
問
題
や
半
導
体
不
足
な
ど
は
、
わ
れ
わ

れ
自
動
車
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
難
題
の
多
い
複
雑
な
時
代
に
突
入
し
た
国
際
関
係

国
際
委
員
長
就
任
に
際
し
て

非
常
時
に
思
う
こ
と

Introduction



7 ISSUE 3 2021

こ
ろ
か
、
足
か
せ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
現
在
の
よ
う
な
非
常
時
に
は
基
本
に
立
ち
返
り
、

本
当
に
何
が
必
要
な
の
か
を
改
め
て
考
え
、
新
た
な
ル
ー

ル
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｃ

Ｏ
２
問
題
も｢

最
も
安
く
効
率
的
、
毒
性
も
な
く
安
全
だ

と
思
わ
れ
て
い
た
カ
ー
ボ
ン
起
因
の
Ｃ
Ｏ
２｣

の
問
題
が

見
直
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
産
業
革
命
以
降
長
く
続
い
た

「
効
率
化
一
辺
倒
」
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る

時
代
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
自
動
車
業
界
は
１
０
０
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
大
変
革
の
最
中
に
あ
り
ま
す
。
世
の
中
の
Ｅ
Ｓ

Ｇ
（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
動
き
も
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
効
率
化
を
求

め
自
由
化
一
辺
倒
だ
っ
た
国
際
関
係
も
、
見
直
し
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
基
本
に
返
っ
て
問
題
点
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す
。
情
報
が
飛
び
交
う
中
で
、
国
際
情
勢
の
問

題
を
い
か
に
早
く
把
握
し
、
対
策
を
共
有
化
す
る
か
が
、

国
際
委
員
会
の
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に

い
ち
早
く
、
責
任
を
持
っ
て
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

対
策
が「
責
任
逃
れ
」に
聞
こ
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

い
つ
か
ら
、
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
思
い

起
こ
せ
ば
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た

行
政
改
革
を
は
じ
め
、
産
業
界
で
も
構
造
改
革
が
進
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
「
効
率
化
」
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
仕
事
は
整
理
さ
れ
、「
責
任
と
権
限
」
の
明
確

化
も
進
み
、
効
率
的
な
社
会
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
の

印
象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
有
事
（
非
常

時
）
の
際
に
は
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
問

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

平
時
に
効
率
的
な
機
能
を
発
揮
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
標

準
、
新
ル
ー
ル
が
多
く
作
ら
れ
、
現
在
は
「
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
社
会
」
と
言
え
る
状
態
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ル
ー

ル
通
り
に
行
動
す
る
「（
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
け
れ
ば
何
も

で
き
な
い
）
マ
ニ
ュ
ア
ル
人
間
」
が
多
く
育
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
裏
に
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
ル
ー
ル
は
最
低
限
を
記
載
し
て
い
る
も
の
が
多
い

に
も
関
わ
ら
ず「
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
え
ば
、ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
れ
ば
安
全
で
責
任
は
及
ば
な
い
」
と
い
う
安
易
な
気

持
ち
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
よ
く

い
う
大
企
業
病
の
一
つ
の
症
状
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
平
時
を
想
定
し
て
効
率
的

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
非
常
時
に
は
役
に
立
た
な
い
ど

一般社団法人 日本自動車部品工業会

副会長・国際委員会委員長 高松 信彦
（トピー工業 取締役社長）
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今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
従

来
に
な
い
取
り
組
み
と
し
て
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
活
動
に
取
り
組
む
。

経
営
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的

に
実
施
し
、
Ｄ
Ｘ
の
重
要
性
や
必

要
性
を
発
信
し
て
い
く
ほ
か
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対

応
で
は
、
企
業
活
動
全
体
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

各
委
員
会
の
下
に
横
断
的
な
部
会

を
設
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
昨
年
か
ら
続
け
て
い
る
自
動

車
５
団
体
の
連
携
活
動
を
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
従
来
か
ら
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
取
引
適
正
化
の

推
進
や
働
き
方
改
革
に
対
す
る
活

動
の
ほ
か
、
海
外
事
業
展
開
へ
の

支
援
と
し
て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
原
産
性
調

査
に
関
す
る
業
界
共
通
シ
ス
テ
ム

の
稼
働
に
向
け
た
普
及
活
動
を
行

う
。
さ
ら
に
、
中
小
会
員
企
業
の

経
営
力
向
上
を
目
的
と
し
た
経
営

通常総会を
開催

令
和
３
年
度
事
業
計
画
承
認

基
盤
の
強
化
、
環
境
問
題
へ
の
対

応
、
基
準
認
証
問
題
へ
の
対
応
な

ど
、
15
項
目
の
重
点
事
業
を
中
心

に
活
動
を
強
化
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

　

ま
た
、
今
年
は
改
選
期
で
は
な

い
が
、
理
事
・
監
事
の
辞
任
に
伴

う
補
充
選
任
が
行
わ
れ
、
役
員
の

一
部
に
変
更
が
あ
っ
た
。
ア
イ
シ

ン
の
伊
勢
清
貴
社
長
が
新
た
に
副

会
長
に
就
任
し
、
総
合
技
術
委
員

会
委
員
長
を
委
嘱
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
安
藤
久
佳
経

済
産
業
事
務
次
官
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
し
た
。
講
師
の
安
藤
事
務

次
官
に
は
、
経
済
産
業
省
本
省
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
い
た
だ
き
、

最
近
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
、
デ

ジ
タ
ル
産
業
政
策
、
通
商
問
題
な

ど
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
い
た
だ
い

た
。
参
加
者
に
と
っ
て
は
い
ず
れ

も
関
心
の
高
い
分
野
で
あ
り
、
大

変
有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た
。

総会は経団連会館（東京都千代田区）で開催された

座席間隔を大きく取った配置安藤事務次官の講演は部品業界にとって
関心の高いテーマであった

議長を務める尾堂会長（左から2人目）

JAPIAは５月20日（木）、東京都千代田区の経
団連会館において令和３年度通常総会を開催し
た。昨年に続いて新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から出席は正会員に絞り、会場参加
とウェブ参加を併用した形での開催となった。
会場は参加者の密を避けるため、座席間隔を大
きく取る配置とした。例年行っていた懇親会は
中止され、２年続けて異例づくめの総会開催と
なったが、予定された議案はすべて承認された。



11 ISSUE 3 2021

会　長　　　　尾堂　真一　　　日本特殊陶業㈱ 代表取締役会長
副会長　　　　大嶽　昌宏　　　㈱小糸製作所 代表取締役会長
　　　　　　　土居　清志　　　NOK ㈱ 取締役
　　　　　　　小川　信也　　　太平洋工業㈱ 代表取締役社長
　　　　　　　下中　利孝　　　シグマ㈱ 代表取締役会長
　　　　　　　高松　信彦　　　トピー工業㈱ 代表取締役社長
　　　　　◎　伊勢　清貴　　　㈱アイシン 代表取締役社長
　　　　　　　大下　政司　　　（一社）日本自動車部品工業会 専務理事

主要委員会委員長
　　総務委員会　　　　大嶽　昌宏　　　㈱小糸製作所 代表取締役会長
　　国際委員会　　　　高松　信彦　　　トピー工業㈱ 代表取締役社長
◎　総合技術委員会　　伊勢　清貴　　　㈱アイシン 代表取締役社長
　　中小企業施策委員会　　石川　伸一郎　　石川ガスケット㈱ 代表取締役社長

支部長
　　東日本支部　　土居　清志　　　NOK ㈱ 取締役
　　中日本支部　　小川　信也　　　太平洋工業㈱ 代表取締役社長
　　西日本支部　　下中　利孝　　　シグマ㈱ 代表取締役会長

理事・監事一覧

主要役員一覧

令和 3年５月 20 日
○印は新任【理　事】（４５名）�

野　村　得　之　　愛三工業㈱　代表取締役社長
伊　勢　清　貴　　㈱アイシン　代表取締役社長
水　松　幹　夫　　㈱アステア　取締役会長
木　本　　隆　　　アルプスアルパイン㈱　取締役専務執行役員
石　川　伸一郎　　石川ガスケット㈱　代表取締役社長
土　居　清　志　　ＮＯＫ㈱　取締役
中　島　康　輔　　ＫＹＢ㈱　取締役会長
大　嶽　昌　宏　　㈱小糸製作所　代表取締役会長
小　島　栄　二　　小島プレス工業㈱　代表取締役社長
恒　川　幸　三　　三五㈱　代表取締役社長
西　海　栄　一　　三輪精機㈱　代表取締役社長
宮　川　博　至　　三和パッキング工業㈱　代表取締役社長

〇 佐　藤　和　弘　　㈱ジェイテクト　代表取締役社長
下　中　利　孝　　シグマ㈱　代表取締役会長
正　田　敦　郎　　しげる工業㈱　代表取締役社長
中　塚　晃　章　　ジヤトコ㈱　代表取締役社長
西　田　光　男　　住友電気工業㈱　代表取締役副社長
内　田　成　明　　ダイキョーニシカワ㈱　代表取締役社長
判　治　誠　吾　　大同メタル工業㈱　代表取締役会長
小　川　信　也　　太平洋工業㈱　代表取締役社長
有　馬　浩　二　　㈱デンソー　代表取締役社長
ニ之夕　裕　美　　㈱東海理化　代表取締役社長
高　松　信　彦　　トピー工業㈱　代表取締役社長

〇 小　山　　享　　　豊田合成㈱　代表取締役社長
〇 沼　　　毅　　　　トヨタ紡織㈱　代表取締役社長
内　山　俊　弘　　日本精工㈱　取締役会長
尾　堂　真　一　　日本特殊陶業㈱　代表取締役会長

茅　本　隆　司　　日本発条㈱　代表取締役社長
西　村　憲　一　　光精工㈱　代表取締役会長

〇 上　桶　　亨　　　日立Astemo ㈱　代表取締役� � エグゼクティブヴァイスプレジデント
晝　田　眞　三　　ヒルタ工業㈱　代表取締役会長
美　野　哲　司　　プレス工業㈱　代表取締役社長
クラウス・メーダー　　ボッシュ㈱　代表取締役社長
藤　木　達　夫　　丸五ゴム工業㈱　代表取締役社長
山　田　隆　雄　　マルヤス工業㈱　代表取締役会長
藤　井　　司　　　マレリ㈱　取締役副社長
北　田　勝　義　　㈱ミツバ　代表取締役社長

〇 眞　田　達　也　　三乗工業㈱　代表取締役社長
矢　﨑　信　二　　矢崎総業㈱　代表取締役社長
鈴　木　一和雄　　㈱ユニバンス　代表取締役会長兼社長
志　藤　昭　彦　　㈱ヨロズ　代表取締役会長
岡　野　教　忠　　㈱リケン　名誉会長
浦　上　　彰　　　リョービ㈱　代表取締役社長
大　下　政　司　　(一社 )日本自動車部品工業会　専務理事
奈須野　光　祐　　(一社 )日本自動車部品工業会　常務理事

【監　事】（６名）
松　井　　徹　　　住友理工㈱　代表取締役会長
相　羽　繁　生　　㈱東郷製作所　代表取締役社長

〇 千　種　　亨　　　㈱ニッコー　代表取締役社長
髙　橋　祐　子　　日本精機㈱　代表取締役社長
武　藤　正　弘　　武蔵オイルシール工業㈱　代表取締役社長
三　浦　　悟　　　三浦公認会計士事務所　代表

JAPIA総会レポート

１．�DXへの対応
　　（総務委員会、総合技術委員会）
２．�カーボンニュートラルへの対応
　　（総務、国際、総合技術各委員会）
３．�自動車 5団体連携活動
　　（総務委員会）
４．�取引適正化の推進（総務委員会）
５．�働き方改革に対する取り組み
　　（総務委員会）
６．�海外事業の展開・安定化への支援
　　（国際委員会）
７．�知的財産権保護活動（国際委員会）
８．�将来モビリティへの対応
　　（総合技術委員会）
９．�環境問題への対応（総合技術委員会）
10．�基準・認証制度への対応
　　（総合技術委員会）
11．�中小企業への支援
　　（中小企業施策委員会）
12．�二輪車事業の充実、業界活動への

参加（二輪車部品委員会）
13．�補修部品用品事業の連携・充実
　　（補修部品用品委員会）
14．�支部事業
　　（東日本支部、中日本支部、西日本支部）
15．�業務変革への取り組み

■令和 3 年度重点施策令和 3年５月 20日
◎印は新任
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京浜精密工業株式会社
北海道工場  北海道製造部  物流課  係長

　1982（昭和57）年より毎年、当工業会の中小企業会員の優良従業員に対する
表彰式が行われています。令和３年度の表彰者が次の各氏に決定し、各支部そ
れぞれの支部年次会において表彰されました。受賞者は勤続15年以上、年齢は
35歳以上の方々です。

※推薦理由は各社からご提出いただきました推薦書に基づき掲載しています。

髙
嶌
　
宏
幸

　

職
場
内
の
不
安
／
負
担
に
な
っ

て
い
る
作
業
環
境
の
改
善
に
取
り

組
ん
だ
。
例
え
ば
、
与
え
ら
れ
た

作
業
エ
リ
ア
を
効
率
良
く
活
用
で

き
る
よ
う
手
づ
く
り
の
収
納
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
製
作
し
、
作
業
効
率

と
安
全
性
の
向
上
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
物
流
業
務
の
中
で
製
品
落

下
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
ロ
ー

ラ
ー
ラ
ッ
ク
に
自
作
の
ス
ト
ッ

パ
ー
を
製
作
し
、
未
然
の
防
止
対

策
を
打
っ
た
。

た
か
し
ま
　
ひ
ろ
ゆ
き

東
日
本
支
部

後
藤
　
郁
代

　

入
社
30
年
を
超
え
る
経
験
と
実

績
が
あ
り
、
メ
イ
ン
の
車
載
工
程

の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
を
支
え
て
い
る
。
手
先
の
器

用
さ
は
工
場
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
業
務
で
活
躍
し

て
い
る
。
特
に
改
善
提
案
制
度
に

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
も
素
晴
ら
し
い
提
案
を
出

し
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
期
待
し
て
い
る
人
材
の
１

人
で
あ
る
。 ご

と
う
　
い
く
よ

エス・オー・シー株式会社
栃木工場  製造部門

東
日
本
支
部

横
山
　
早
苗

　

入
社
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
工

場
の
生
産
管
理
や
製
造
の
ス
タ
ッ

フ
業
務
に
従
事
し
、
お
客
さ
ま
へ

の
多
品
種
納
入
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
、
製
造
現
場
や
外
注
先
と
の

調
整
な
ど
、
丁
寧
な
対
応
を
行
っ

て
き
た
。
途
中
、
幾
度
か
の
体
調

不
良
を
克
服
し
、
今
日
も
円
滑
な

生
産
・
納
入
活
動
を
支
え
続
け
る

姿
勢
は
模
範
的
で
あ
り
、
そ
の
貢

献
は
多
大
で
あ
る
。

よ
こ
や
ま
　
さ
な
え

江崎工業株式会社
栃木工場  製造部  製造１課

東
日
本
支
部

令和 3年度

中小企業会員会社
優良従業員表彰

湯
沢
　
浩
文

　

鹿
沼
製
造
部
第
２
課
班
長
と
し

て
、
社
内
で
最
も
品
質
規
格
の
厳

し
い
燃
料
噴
射
装
置
の
部
品
製
造

ラ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
る
。
仕
事

に
取
り
組
む
姿
勢
は
誠
実
で
責
任

感
が
強
く
、
担
当
ラ
イ
ン
の
不
良

低
減
に
取
り
組
み
、
加
工
治
具
の

改
善
を
実
施
し
、
傷
不
良
に
よ
る

加
工
不
良
を
月
額
９
万
５
千
円
削

減
し
た
。 ゆ

ざ
わ
　
ひ
ろ
ふ
み

京浜精密工業株式会社
鹿沼製造部  製造第２課  班長

東
日
本
支
部
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上
野
　
高
志

　

入
社
後
、
旋
削
加
工
の
技
能
を

習
得
し
、
指
導
者
と
し
て
職
場
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
。
ま

た
、
平
成
27
年
よ
り
指
導
員
と
し

て
中
国
工
場
に
３
年
間
駐
在
し
、

現
地
社
員
の
技
術
力
・
管
理
力
の

向
上
に
も
貢
献
し
た
。
帰
国
後
に

つ
い
て
は
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
製
品
管
理
課
の
課
長
と
し
て

工
場
全
体
の
品
質
向
上
に
努
め
て

い
る
。

う
え
の
　
た
か
し

三和ニードルベアリング株式会社
品質管理部  品質管理課  課長

東
日
本
支
部

野
中
　
政
睦

　

技
術
課
課
長
と
し
て
新
規
設
備

を
導
入
し
、
熟
練
作
業
者
が
い
ら

な
い
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築
し
た
。

ま
た
、
設
備
保
守
管
理
に
お
い
て

機
械
メ
ー
カ
ー
依
存
か
ら
内
製
化

に
よ
り
設
備
費
用
の
削
減
に
大
き

く
貢
献
し
、
予
防
保
全
に
も
努
め
、

突
発
故
障
を
削
減
し
た
。
自
身
に

お
い
て
も
積
極
的
に
資
格
や
免
許

を
取
得
し
社
員
の
模
範
で
あ
る
。

の
な
か
　
ま
さ
よ
し

株式会社松井製作所
羽田製造部  技術課  課長

東
日
本
支
部

小
林
　
直
之

　

製
造
業
務
に
従
事
し
、
数
値
制

御
旋
盤
１
級
技
能
士
を
取
得
し
て

い
る
。
機
械
加
工
を
担
当
、
数
値

制
御
工
作
機
械
に
優
れ
た
加
工
技

術
を
有
し
、
難
易
度
の
高
い
製
品

加
工
に
も
優
れ
、
作
業
能
率
と
品

質
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。
ま
た
、
部
下
指
導
に
も
長
年

の
経
験
と
豊
富
な
知
識
を
生
か
し
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
ば
や
し
　
な
お
ゆ
き

三輪精機株式会社
本社工場１課  課長代理

東
日
本
支
部

平
野
　
順
治

　

長
年
に
わ
た
り
技
術
情
報
に
関

す
る
業
務
に
精
励
し
、
特
に
産
業

財
産
権
の
出
願
手
続
き
や
公
知
資

料
を
的
確
に
確
認
す
る
な
ど
、
開

発
お
よ
び
設
計
業
務
の
円
滑
な
遂

行
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
ま

た
、
臭
気
判
定
士
の
技
能
を
生
か

し
て
製
品
評
価
を
行
い
、
社
業
の

発
展
に
寄
与
し
、
他
の
良
き
模
範

と
な
っ
て
い
る
。

ひ
ら
の
　
じ
ゅ
ん
じ

東洋エレメント工業株式会社
開発技術部開発技術課

東
日
本
支
部

吉
岡
　
岳
延

　

当
社
製
造
部
生
産
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
、
本
社
工
場
の
生
産
計
画
・
管

理
業
務
に
長
年
に
わ
た
っ
て
従
事

し
、
現
場
で
働
く
社
員
の
サ
ポ
ー
ト

を
誠
実
に
、
陰
日
向
な
く
行
い
続
け

て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
姿
勢
は
余

人
を
も
っ
て
代
え
難
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
夏
場
の
過
酷
な
現
場

環
境
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
や
昨
今

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
予
防
対

策
な
ど
、衛
生
管
理
面
で
の
真
摯（
し

ん
し
）
な
活
動
は
、
現
場
の
生
産
力

維
持
の
面
で
社
業
へ
の
多
大
な
寄
与

が
認
め
ら
れ
る
。

よ
し
お
か
　
た
か
の
ぶ

竹内工業株式会社
製造部  生産管理グループ  課長

中
日
本
支
部

吉
田
　
政
満

　

入
社
以
来
18
年
間
、
生
産
準
備

業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
安
全
で

安
心
に
仕
事
が
で
き
る
会
社
づ
く

り
、
そ
し
て
客
先
か
ら
信
頼
さ
れ

る
良
品
廉
価
の
モ
ノ
づ
く
り
に
貢

献
し
て
き
た
。
近
年
で
は
海
外
生

産
拠
点
へ
の
技
術
指
導
も
行
い
、

大
橋
鉄
工
グ
ル
ー
プ
全
体
の
技
術

力
向
上
に
尽
力
し
て
い
る
。

よ
し
だ
　
ま
さ
み
つ

大橋鉄工株式会社
生産技術部  生産技術グループ  グループマネージャー

中
日
本
支
部

夜
陣
　
和
典

　

30
年
間
生
産
技
術
者
と
し
て
従

事
し
、
２
０
１
６
年
か
ら
は
生
技

開
発
と
し
て
、
自
動
車
の
電
動
化

に
向
け
た
新
事
業
の
主
担
当
と
し

て
、
計
画
～
設
備
設
計
～
導
入
ま

で
推
進
し
、
今
後
の
会
社
売
上
拡

大
に
向
け
た
新
分
野
開
発
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。
現
在
も
設
備

開
発
・
設
計
の
第
一
人
者
と
し
て
、

他
の
社
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

や
じ
ん
　
か
ず
の
り

株式会社東海理機
生産技術開発課  設計２係

中
日
本
支
部

小
林
　
裕

　

入
社
以
来
、
26
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
生
産
技
術
部
・
海
外
工

場
（
主
に
ア
メ
リ
カ
工
場
）・
航
空

事
業
部
・
も
の
づ
く
り
（
工
機
）

を
歴
任
し
、
生
産
技
術
と
共
に
モ

ノ
づ
く
り
に
長
け
、
経
験
と
実
績

に
お
い
て
、
誰
に
も
負
け
な
い
人

物
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の

経
験
と
実
績
を
光
精
工
で
生
か
し

て
も
ら
い
た
い
人
物
で
あ
る
。

こ
ば
や
し
　
ゆ
た
か

光精工株式会社
ものづくり（工機）

中
日
本
支
部
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豊
島
　
邦
彦

　

生
産
技
術
で
経
験
し
た
知
識
を

基
に
、
仕
事
の
内
容
や
進
め
方
を

適
切
か
つ
正
確
に
説
明
し
、
理
解

さ
せ
改
善
活
動
を
進
め
、
製
造
部

内
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
当
社
の

業
績
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
さ
ら

に
海
外
進
出
時
に
は
、
製
造
部
で

の
経
験
を
生
か
し
、
製
造
責
任
者

と
し
て
立
ち
上
げ
か
ら
安
定
生
産

に
至
る
人
づ
く
り
と
工
場
づ
く
り

を
成
功
さ
せ
た
。
入
社
よ
り
28
年

の
功
績
は
顕
著
で
、
全
従
業
員
が

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
よ
し
ま
　
く
に
ひ
こ

福寿工業株式会社
トランスミッショングループセクションリーダー

中
日
本
支
部

宗
像
　
淳

　

入
社
以
来
、
色
々
な
部
署
を
多

岐
に
わ
た
り
経
験
し
、
個
人
の
能

力
値
を
ア
ッ
プ
し
て
き
た
。
そ
の

経
験
値
は
現
在
の
品
質
管
理
部

署
で
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て

い
る
。
品
質
管
理
の
基
本
で
あ
る

材
料
の
物
性
や
特
性
を
熟
知
し
て

お
り
、
工
程
内
の
不
良
低
減
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
勤

務
態
度
も
前
向
き
で
あ
り
、
他
部

署
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
も
一
役

買
っ
て
お
り
、
社
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。 む

な
か
た
　
あ
つ
し

三井屋工業株式会社
本社製造部  本社品管 G  担当員

中
日
本
支
部

鈴
木
　
慎
也

　

パ
イ
プ
部
・
生
産
技
術
部
の
モ

ノ
づ
く
り
に
携
わ
り
、
現
在
は
営

業
部
に
所
属
し
て
い
る
。
現
場
の

経
験
と
知
識
を
生
か
し
た
営
業
活

動
に
よ
り
客
先
の
信
頼
を
勝
ち
取

り
、
国
内
、
海
外
を
問
わ
ず
新
規

受
注
に
つ
な
げ
て
い
る
。
特
に
海

外
工
場
進
出
で
は
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
地
域
の
顧
客
開
拓
に
携
わ
り
、

工
場
の
仕
事
確
保
と
売
上
向
上
で

会
社
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

す
ず
き
　
し
ん
や

やまと興業株式会社
営業部  営業１課  課長

中
日
本
支
部

佐
藤
　
晃
司

　

入
社
後
、
技
術
部
に
配
属
。
技

術
部
で
は
弊
社
の
冷
間
鍛
造
部
品

の
金
型
設
計
業
務
を
担
い
、フ
ォ
ー

マ
ー
製
品
の
立
ち
上
げ
を
製
造
部

と
連
携
し
て
行
っ
て
き
た
。
令
和

２
年
４
月
か
ら
は
新
設
さ
れ
た
新

商
品
開
発
室
に
異
動
と
な
り
、
顧

客
先
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応

え
る
よ
う
、
業
務
に
ま
い
進
し
て

い
る
。

さ
と
う
　
こ
う
じ

株式会社メイドー
新商品企画開発室  主幹

中
日
本
支
部

六
島
　
義
一

　

勤
続
24
年
を
超
え
、
人
柄
か
ら

人
望
厚
く
、
製
造
現
場
の
中
核
を

担
う
キ
ー
マ
ン
。
当
社
鍛
造
工
程

の
要
と
し
て
難
易
度
の
高
い
形
状

の
塑
性
加
工
技
術
を
有
し
、
生
産

性
お
よ
び
品
質
の
向
上
に
励
み
、

社
業
発
展
に
資
す
る
功
績
は
顕
著

で
あ
る
。
ま
た
、
組
合
委
員
長
と

し
て
従
業
員
と
会
社
の
橋
渡
し
役

と
な
り
、
職
場
環
境
の
さ
ら
な
る

改
善
に
寄
与
し
て
い
る
。

ろ
く
し
ま
　
よ
し
か
ず

一志株式会社
製造部  圧造課  主担当

西
日
本
支
部

谷
岡
　
邦
夫

　

平
成
18
年
の
入
社
以
来
15
年
間
、

一
貫
し
て
品
質
管
理
お
よ
び
品
質

保
証
業
務
に
従
事
し
、
製
造
工
程

の
品
質
改
善
、
人
員
の
教
育
を
積

極
的
に
行
い
、
企
業
の
品
質
レ
ベ

ル
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

ま
た
、
客
先
流
出
不
具
合
発
生
時

に
は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
に
よ
り
早
期
解
決
に

つ
な
げ
、
ひ
い
て
は
流
出
不
具
合

を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
客

先
か
ら
の
品
質
に
対
す
る
企
業
評

価
を
向
上
さ
せ
た
。

た
に
お
か
　
く
に
お

株式会社飯塚製作所
品質保証部

西
日
本
支
部

増
田
　
敏
彦

　

現
場
改
善
活
動
に
精
力
的
に
取

り
組
み
、
生
産
性
改
善
に
顕
著
な

貢
献
を
し
て
き
た
。
１
９
８
０
年

代
以
降
、
大
手
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
部
品
受
注
に
よ
り
、

生
産
性
改
善
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
た
が
、
モ
ノ
づ
く
り
に
関
し

て
無
駄
な
く
、
段
取
り
良
く
、
丁

寧
で
早
く
、
短
納
期
・
品
質
改
善

を
図
り
克
服
し
て
き
た
。
現
在
、

現
場
改
善
の
責
任
者
と
し
て
後
輩

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
す
だ
　
と
し
ひ
こ

一井工業株式会社
生産技術部  九州保全課  治工具係  担当主任

西
日
本
支
部

水
谷
　
崇
人

　

入
社
以
来
、
26
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
生
産
技
術
部
一
筋
で
経

験
を
積
ん
で
お
り
、
役
職
も
主
任
、

係
長
、
課
長
と
歴
任
し
、
そ
の
た

び
に
会
社
の
期
待
に
応
え
、
成
果

を
挙
げ
た
。
こ
れ
か
ら
も
職
制
と

し
て
、
光
精
工
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
人
物
で
あ
る
。

み
ず
た
に
　
た
か
ひ
と

光精工株式会社
技術部  開発室  製品設計課  課長

中
日
本
支
部
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友
田
　
明
夫

　

当
社
の
業
務
部
門
に
お
い
て
受

注
か
ら
出
荷
ま
で
の
生
産
管
理
全

般
の
工
程
管
理
お
よ
び
、
技
術
部

生
産
技
術
課
の
経
験
を
生
か
し
た

協
力
企
業
の
技
術
支
援
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
高
度
な
技
術
を
有
し
、

生
産
活
動
に
多
大
な
功
績
を
残
し

て
い
る
。
ま
た
、
常
に
新
し
い
こ

と
を
取
り
入
れ
、
部
下
へ
の
継
承
、

他
部
署
へ
の
展
開
を
行
う
姿
勢
は
、

社
内
外
問
わ
ず
評
価
さ
れ
て
お
り
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

と
も
だ
　
あ
き
お

新興工業株式会社
業務部  次長

西
日
本
支
部

平
川
　
鈴
香

　

入
社
以
来
20
年
間
、
社
内
の
材

料
・
部
品
・
副
資
材
の
発
注
業
務

を
担
当
。
お
客
さ
ま
か
ら
の
急
な

追
加
注
文
に
対
し
て
状
況
を
的
確

に
捉
え
、
仕
入
先
と
粘
り
強
く
交

渉
し
な
が
ら
厳
し
い
納
期
に
応
え

る
な
ど
、
真
摯
（
し
ん
し
）
な
対

応
に
よ
り
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い

る
。
当
社
の
品
質
方
針
で
あ
る「
会

社
・
仕
入
先
様
と
一
体
に
な
っ
て

１
０
０
％
の
良
品
造
り
を
推
進
す

る
」
を
実
践
し
、
社
業
に
貢
献
し

て
い
る
。 ひ

ら
か
わ
　
す
ず
か

ケーブル工業株式会社
営業部  購買課

西
日
本
支
部

戸
田
　
喬
博

　

当
社
の
技
術
部
生
産
技
術
課
の

管
理
者
と
し
て
加
工
工
程
設
計
、

加
工
冶
具
設
計
に
高
度
な
技
能
を

持
ち
、
生
産
技
術
業
務
を
通
し
生

産
活
動
に
多
大
な
功
績
を
残
し
て

い
る
。
ま
た
、
既
存
の
業
務
内
容

の
改
善
を
は
じ
め
、
自
動
化
生
産

に
欠
か
せ
な
い
自
動
検
査
機
な
ど

の
内
製
化
に
取
り
組
み
、
課
員
の

技
術
力
向
上
と
育
成
に
尽
力
し
、

社
内
外
を
問
わ
ず
高
く
評
価
さ
れ
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

と
だ
　
た
か
ひ
ろ

新興工業株式会社
インドネシア事業部  部長付

西
日
本
支
部

重
信
　
裕
司

　

会
社
の
主
力
加
工
技
術
で
あ
る

冷
間
鍛
造
加
工
技
術
の
向
上
に
生

産
現
場
で
従
事
し
、
特
に
消
耗
工

具
費
の
低
減
に
つ
な
が
る
金
型
の

寿
命
改
善
で
大
き
な
効
果
を
挙
げ
、

生
産
性
と
品
質
の
向
上
に
寄
与
し

た
。
ま
た
、
部
下
の
育
成
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。

し
げ
の
ぶ
　
ゆ
う
じ

シグマ株式会社
メタル事業部１課  職長

西
日
本
支
部

西
平
　
稔

　

入
社
以
来
35
年
間
、
出
荷
業
務

に
始
ま
り
、
精
練
業
務
、
本
社
工

場
内
の
改
善
・
指
導
業
務
と
多
岐

に
わ
た
り
、
真
摯
（
し
ん
し
）
に

ま
た
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
間
班
長
、
係
長
、
主
任
を
歴

任
し
、
そ
の
行
動
力
、
指
導
力
は

社
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

に
し
ひ
ら
　
み
の
る

丸五ゴム工業株式会社
本社  製造課  主任

西
日
本
支
部

石
井
　
宏
幸

　

プ
レ
ス
加
工
工
法
の
立
案
お
よ

び
成
形
解
析
を
駆
使
し
、
プ
レ
ス
時

に
生
じ
る
し
わ
や
局
部
的
な
伸
び

を
改
善
し
て
量
産
加
工
工
法
を
作

り
上
げ
た
。
中
で
も
効
率
性
を
高
め

る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
汎
用
プ
レ

ス
機
を
用
い
た
プ
レ
ス
加
工
の
実

現
は
、
コ
ス
ト
低
減
に
も
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
。
本
開
発
は
、
卓
越
し

た
性
能
と
高
効
率
な
生
産
技
術
を

評
価
さ
れ
、
著
名
な
賞
を
受
賞
で
き

た
。
当
社
の
生
産
技
術
力
を
世
に
知

ら
し
め
る
機
会
に
も
な
り
、
多
大
な

る
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
。

い
し
い
　
ひ
ろ
ゆ
き

株式会社ワイテック
プレス生技部  プレス技術 Gr.   主任

西
日
本
支
部

白
神
　
健
二

　

平
成
２
年
の
入
社
以
来
30
年
間
、

一
歩
一
歩
、
わ
が
社
の
モ
ノ
づ
く

り
の
技
術
を
身
に
着
け
、
す
べ
て

の
主
要
部
品
の
生
産
に
携
わ
り
、

変
化
を
し
て
い
く
部
品
の
作
り
方

へ
も
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
優

し
い
人
柄
で
新
入
社
員
や
後
輩
に

仕
事
の
や
り
方
を
指
導
し
て
い
る
。

健
康
に
も
十
分
留
意
し
、
体
調
不

良
で
休
む
こ
と
も
な
く
、
日
々
の

生
産
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

し
ら
が
　
け
ん
じ

三乗工業株式会社
生産部  久代工場  製造課  製造係  シート班

西
日
本
支
部

安
西
　
力
弥

　

造
管
パ
イ
プ
の
レ
ー
ザ
ー
溶
接

ラ
イ
ン
の
考
案
、
立
ち
上
げ
に
従

事
し
、
完
全
無
人
ラ
イ
ン
化
を
実

現
し
た
。
中
で
も
ネ
ッ
ク
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
レ
ー
ザ
ー

溶
接
部
分
の
検
査
工
程
に
つ
い
て
、

溶
接
時
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視
情

報
と
、
実
際
の
出
来
栄
え
の
状
態

を
リ
ン
ク
さ
せ
た
検
査
ロ
ジ
ッ
ク

を
構
築
し
、
無
人
検
査
を
実
現
し

た
。
本
開
発
に
お
け
る
成
果
を
評

価
さ
れ
、
著
名
な
賞
も
受
賞
で
き
、

当
社
の
知
名
度
を
さ
ら
に
高
め
多

大
な
る
貢
献
を
し
た
。

あ
ん
ざ
い
　
り
き
や

株式会社ワイテック
車体生技部  シャシー技術 Gr.   主任

西
日
本
支
部
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―
英
国
リ
ー
ズ
大
学
で
ト
ラ
イ
ボ
ロ

ジ
ー
（
摩
擦
学
）
の
博
士
号
を
取
ら
れ

て
か
ら
ト
ヨ
タ
に
入
社
し
ま
し
た
。

豊
田　

じ
つ
は
ト
ヨ
タ
で
は
な
く
、
自

動
車
に
関
係
す
る
部
品
メ
ー
カ
ー
に
入

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
イ
ボ

ロ
ジ
ー
を
専
攻
し
た
の
も
、
動
く
モ
ノ

「
自
動
車
部
品
を
語
る
」
は
、
業
界
で
活
躍
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
経
験
や
苦
心
談
な

ど
を
お
聞
き
し
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、
自
動
運
転
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
電
動
化
）

や
脱
炭
素
、
通
商
リ
ス
ク
な
ど
不
透
明
な
環
境
下
を
生
き
抜
く
ヒ
ン
ト
を
皆
さ
ま
に
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。
第
１
回
は
総
合
技
術
委
員
会
前
委
員
長
の
豊
田
周

平
さ
ん
で
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車（
以
下
ト
ヨ
タ
）時
代
は
初
代「
ヤ
リ
ス（
日
本
名
ヴ
ィッ

ツ
）」
の
開
発
を
指
揮
し
、
ト
ヨ
タ
紡
織
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
け
ん
引
し
ま
し
た
。

す
べ
て
に
関
係
し
ま
す
か
ら
ね
。
い
ろ
い

ろ
相
談
し
て
考
え
た
結
果
、
ト
ヨ
タ
に

入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
ト
ヨ
タ
で
は
初
代
ヤ
リ
ス
の
開
発
を

指
揮
し
ま
し
た
。

豊
田　

最
初
は
技
術
屋
と
し
て
「
も
う

少
し
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ら

せ
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
」
と
思
っ
た
り

も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ク
ル
マ
が

ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
か
を
考
え
た
ら

「
こ
れ
は
や
る
価
値
が
あ
る
な
」
と
思
っ

当
初
は
部
品
メ
ー
カ
ー
を
志
す
も

自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ

初
代
ヤ
リ
ス
の
開
発
を
指
揮

自
動
車
部
品
を
語
る

第１回

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
総
合
技
術
委
員
会 

前
委
員
長
（
ト
ヨ
タ
紡
織 

代
表
取
締
役
会
長
） 

◆ 

豊
田 

周
平 

さ
ん
新連載
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ろ
い
ろ
な
知
恵
が
出
て
き
ま
す
ね
。

―
合
併
前
（
豊
田
紡
織
、
ア
ラ
コ
、
タ

カ
ニ
チ
が
２
０
０
４

年
10
月
に
合
併
し
て

現
在
に
至
る
）
に
ト

ヨ
タ
紡
織
に
移
り
、

そ
の
後
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
け
ん
引
し
ま

し
た
。

豊
田　

グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
合
併
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
で
し
た
。

あ
と
数
年
で
も
遅
れ

た
ら
、
遅
す
ぎ
た
と

い
う
感
じ
に
な
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
当
時
は
「
ト
ヨ

タ
さ
ん
が
出
て
行
く

の
で
自
分
た
ち
も
行

か
な
く
て
は
」
と
い

う
だ
け
で
、
ど
れ
だ

た
の
で
す
。
小
さ
い
ク
ル
マ
は
た
く
さ
ん

の
人
に
買
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
し
、
燃
費

も
大
き
な
ク
ル
マ
よ
り
良
い
は
ず
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
の
削
減
に
貢
献
で
き
ま
す
。
外
形

寸
法
を
と
に
か
く
小
さ
く
し
て
車
内
を

広
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
。
開

発
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
ず
い
ぶ
ん

と
知
恵
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

大
事
な
の
は
、
自
分
た
ち
で
ど
れ
だ

け
高
い
目
標
を
設
定
す
る
か
だ
と
思
う

の
で
す
。
低
い
目
標
は
簡
単
に
達
成
で

き
る
。
人
間
と
い
う
も
の
は
、
達
成
で

き
る
と
そ
こ
で
満
足
し
て
し
ま
う
。
つ

ま
り
、
目
標
設
定
は
「
そ
の
人
が
ど
こ

ま
で
成
長
で
き
る
か
」
と
結
び
つ
い
て
い

る
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
ク
ル
マ
の
開
発

の
時
も
そ
う
い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。

や
は
り
、
高
い
目
標
を
設
定
す
る
と
い

け
会
社
と
し
て
の
〝
思
い
〟
が
あ
っ
た
か

と
い
う
と
、
少
し
欠
け
て
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

―
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か

トヨタ自動車時代に開発に関わった初代トヨタ「ヴィッツ（欧州名ヤリス）」

ト
ヨ
タ
紡
織
で
は

世
界
進
出
を
け
ん
引

大事なのは、自分たちで
どれだけ高い目標を設定するか

豊田 周平
（とよだ しゅうへい）

JAPIA 総合技術委員会
前委員長
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る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
海
外
の
事

業
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
力
は
ず
い
ぶ
ん

身
に
着
き
ま
し
た
し
、
人
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
る
程
度
は
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

―
人
材
と
い
う
意
味
で
は
、
今
は
企
業

間
連
携
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
う
ま
く
や
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

豊
田　

そ
れ
が
分
か
っ
た
ら
誰
も
苦
労

し
ま
せ
ん
（
笑
）。
た
だ
、
や
っ
て
い
か

な
い
と
生
き
残
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
は

思
っ
て
い
ま
す
。
当
社
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
も
と
も

と
三
河
の
会
社
で
す
か
ら
ね
。「
全
然

や
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
」
と
外
か
ら

は
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
仕
事
で
も
何
で
も
そ
う
で
す

が
「
や
る
か
、
や
ら
な
い
か
」
で
決
ま
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
て
み
れ
ば
必
ず

問
題
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

人
間
と
い
う
も
の
は
「
も
っ
と
こ
う
い
う

切
り
口
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
」「
こ

う
い
う
取
り
組
み
が
い
る
な
」
と
必
ず

知
恵
が
出
て
き
て
、
今
ま
で
考
え
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
も
、
そ
れ
が
単
に
協
業
先
と
の
関

係
で
や
る
こ
と
な
の
か
、
本
来
は
自
分

た
ち
で
や
る
べ
き
こ
と
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
か
も
分
か
る
。
そ
う
い
う
こ
と

が
会
社
の
実
力
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と

だ
と
私
は
思
う
の
で
す
。
や
ら
な
い
と
、

何
を
ど
う
考
え
て
い
い
か
さ
え
分
か
ら

豊
田　

要
す
る
に
、
ト
ヨ
タ
は
「
命
を

賭
け
る
」
く
ら
い
の
思
い
で
海
外
に
出

て
行
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
印

象
で
す
が
、
ト
ヨ
タ
が
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
（
米

ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
と
の
合
弁
製
造

会
社
、
１
９
８
６
年
ト
ヨ
タ
車
生
産
開

始
）
や
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
（
Ｔ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
、
88

年
生
産
開
始
）
に
出
て
行
く
時
、
ど
れ

だ
け
社
内
的
に
自
分
た
ち
の
仕
事
を
見

直
し
た
か
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
日
本

で
行
っ
て
い
た
一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
に
ど

ん
な
意
味
が
あ
る
か
を
問
い
直
し
、
き

ち
ん
と
整
理
し
て
伝
え
る
。
こ
う
し
な

い
と
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
モ
ノ
づ
く

り
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
合
併
当
時
の
当
社
に
は
少
し
欠
け
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
の
で
す
。

ま
た
、
当
初
は
現
地
に
送
る
人
材
が
い

な
い
、
分
か
ら
な
い
状
況
で
も
あ
っ
た
た

め
、
人
材
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
各
工

場
で
生
産
会
議
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な

ど
、
社
員
の
成
長
機
会
や
育
成
の
仕
掛

け
も
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で

も
必
ず
し
も
全
部
が
う
ま
く
い
っ
て
い

自動車部品を語る

トヨタ紡織グローバル本社（愛知県刈谷市）
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な
い
の
で
す
。

―
豊
田
会
長
は
前
期
ま
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

の
総
合
技
術
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

特
に
心
掛
け
た
こ
と
や
こ
だ
わ
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

豊
田　

ま
ず
「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
言

わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
て
い
い
の

で
す
か
？
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
で
も
環
境
規
制

で
も
、
い
か
に
自
分
た
ち
で
情
報
を
集

め
て
、
対
応
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
く

か
が
大
事
で
す
。
た
だ
、
そ
う
い
う
こ

と
は
個
社
で
は
難
し
い
の
で
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
と
い
う
団
体
の
力

を
使
っ
て
も
ら
い
た

い
。
こ
の
点
で
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ａ
の
果
た
す
役

割
は
大
変
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
指
示
に

従
う
だ
け
で
は
後
手

を
踏
ん
で
し
ま
う
。
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
自
分
た
ち
で
探
し

て
取
り
組
ん
で
い
か
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

―
豊
田
会
長
は
、
自
動

車
部
品
に
ど
の
よ
う
な

思
い
を
込
め
て
い
ま
す

か豊
田　

良
い
品
質
を
前

提
に
し
て
、
技
術
力
と

コ
ス
ト
競
争
力
。
私
は

い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、

豊
田
喜
一
郎
さ
ん
が
ト

ヨ
タ
を
作
っ
た
時
、
部

品
メ
ー
カ
ー
も
一
緒
に

作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
良
い
部
品
が
あ
っ
て
初

め
て
良
い
ク
ル
マ
が
で
き

る
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
今
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
買
っ
て
く

だ
さ
る
お
客
さ
ま（
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
方
）

の
目
線
に
立
っ
て
モ
ノ
を
つ
く
る
こ
と
が

部
品
メ
ー
カ
ー
も
ユ
ー
ザ
ー
目
線

で
の
モ
ノ
づ
く
り
が
重
要

自動車メーカーに
言われたことだけを
やっていていいのか？

と
て
も
重
要
で
、
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら

自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
提
案
も
で
き
、
信

頼
さ
れ
る
存
在
に
な
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

トヨタ紡織はさまざまなシートや内装部品などを手がける
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―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か

け
は

　

最
も
大
き
い
理
由
と
な
っ
た
の
が
リ

チ
ウ
ム
に
関
す
る
国
際
標
準
化
づ
く
り

で
す
。
中
国
は
リ
チ
ウ
ム
の
採
掘
と
製

錬
、
検
査
、
分
析
、
リ
チ
ウ
ム
化
合
物

の
製
造
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
を
作
成

す
る
技
術
委
員
会
の
幹
事
局
と
し
て
存

在
感
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
に
は

こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
対
し
て
物
申
す
審

議
団
体
が
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
状
況
に
国
が
強
い
危
機
感
を
抱
き
、

わ
れ
わ
れ
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た

経
緯
も
あ
り
、
こ
れ
が
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
を
立

ち
上
げ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、「
こ
の
ま
ま
で

日本の電池サプライチェーンの国際競争力強化などを目的に、電池サプライチェーン協議会（BASC）が４月1日に
設立された。現在、電池・部材メーカーや自動車メーカー、商社、リサイクル関連企業など60社を超える企業が参画
しており、会員数は日々増えている状況だ。車両の電動化が加速する中、キーデバイスである電池はグローバル経済
の戦略物資として関心が高まっている。中国や韓国勢に遅れを取る日本の電池サプライチェーン業界が一枚岩となって
活動するBASC。その舵取りを担う初代会長の阿部功さんに業界の現状や課題、今後の展開などについて聞いた。

日本の電池サプライチェーンの国際競争力強化が目標
電池メーカーや自動車メーカーなど60社以上が参画

出
遅
れ
が
目
立
つ
日
本
勢
、
理
由
は
政
策
に
も
あ
り

は
い
け
な
い
」
と
日
本
の
電
池
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
危
機
感
を
業
界
内

で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日

本
の
主
張
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
中
に
盛
り
込
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
各
社
が
認
識
し
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
の

を見据えて
Ask about the next generation次代 阿部 功

電池サプライチェーン協議会

会　長

阿部 功（あべ いさお）会長。
1983 年３月広島大学総合科
学部卒、住友金属鉱山入社。
2017年６月執行役員材料事
業本部副本部長 電池材料事
業部長、19年6月執行役員電
池材料事業本部長、21年電池
サプライチェーン協議会代表
理事会長。愛媛県出身。1961
年１月生まれ、60歳
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メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
各
種

部
材
メ
ー
カ
ー
の
工
場
建
設
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

日
本
勢
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
の
は
残

念
に
感
じ
ま
す
。

　

日
本
勢
の
投
資
意
欲
は
、
諸
外
国
と

比
べ
て
低
い
の
が
実
情
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
上

げ
ら
れ
る
の
は
、
欧
州
や

中
国
な
ど
と
比
較
し
て
政

策
的
な
補
助
が
少
な
い
こ

と
、
ま
た
、
原
材
料
の
確

保
と
い
う
観
点
か
ら
も
海

外
勢
に
遅
れ
を
取
っ
て
い

る
部
分
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
負
極
で

使
う
カ
ー
ボ
ン
、
電
解
液

で
使
う
フ
ッ
素
系
の
材
料

な
ど
は
中
国
が
メ
イ
ン
で

産
出
、
生
産
し
て
い
ま
す
。

正
極
材
で
使
う
ニ
ッ
ケ
ル

や
コ
バ
ル
ト
に
つ
い
て
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
コ
ン
ゴ

立
ち
上
げ
に
至
っ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
日
本
の
電
池
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が

置
か
れ
た
現
状
は

　

車
両
の
電
動
化
に
伴
う
世
界
的
な
電

池
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
特
に
欧

州
や
中
国
、
韓
国
勢
の
投
資
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。
足
元
で
は
欧
州
の
電
池

と
い
っ
た
国
か
ら
の
原
料
調
達
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
状
況
に
対
し
て

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
の
取
り
組
み

に
踏
み
込
め
て
い
ま
せ
ん
。

―
電
池
材
料
の
開
発
は
時
間
を
要
す
る

　

国
内
・
海
外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

公
表
し
て
い
る
電
動
車
の
販
売
目
標
を

単
純
に
積
み
上
げ
た
だ
け
で
も
相
当
な

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
台
数
に
な
り
ま
す

し
、
そ
れ
は
大
量
の
電
池
が
必
要
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
、
電
池
材

料
の
一
部
は
鉱
山
や
地
下
資
源
の
開
発

が
必
要
で
５
～
８
年
は
か
か
っ
て
し
ま

う
。
も
う
鉱
山
開
発
を
し
て
い
な
い
と

間
に
合
い
ま
せ
ん
。
将
来
に
向
け
た
目

標
数
字
が
出
て
く
る
中
で
は
材
料
費
が

高
騰
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
将
来

を
見
据
え
ま
す
と
、
国
家
的
な
政
策
支

援
が
な
い
と
投
資
に
踏
み
切
れ
な
い
部

分
が
あ
り
、
も
っ
と
言
え
ば
、
国
の
レ

ベ
ル
を
超
え
て
い
て
、
国
際
協
調
し
な

い
と
い
け
な
い
レ
ベ
ル
に
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
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設
立
の
第
１
目
標
で
あ
る
リ
チ
ウ
ム

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
化
に
対
し
て
物
申
し
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
電
池

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
国
際
競
争
力
を

高
め
る
た
め
に
何
を
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
、
国
に
提
言
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
日
本
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

含
め
て
国
内
で
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
も
提
言
し
て

い
き
た
い
で
す
。

―
組
織
機
構
で
の
取
り
組
み
は

　

企
画
委
員
会
の
中
で
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
政
策
提
案
と
規
制
・
ル
ー
ル
対

応
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
例
え
ば
政
策
提
案
で
は
リ
サ
イ
ク

ル
や
資
源
確
保
な
ど
が
入
っ
て
き
ま
す
。

規
制
・
ル
ー
ル
対
応
で
は
リ
チ
ウ
ム
以

外
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
そ
う
し
た
案
件
に
も
対
応

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
な
ど

に
も
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
現
時
点
で
は
リ
チ
ウ
ム
の
規

格
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
課
題
へ
の
提
案
、

ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
、
カ
ー
ボ
ン
、

フ
ッ
素
な
ど
部
材
ご
と
の
資
源
確
保
と

い
っ
た
３
、４
項
目
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
具
体
的
な
議

―
自
動
車
や
電
池
は
各
国
の
産
業
競
争

の
舞
台
で
も
あ
る

　

国
際
協
調
を
進
め
な
い
と
先
に
押
さ

え
た
者
勝
ち
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
特

に
国
を
挙
げ
て
電
動
車
に
シ
フ
ト
し
よ

う
と
動
い
て
い
る
中
国
は
、
資
源
確
保

も
含
め
て
動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
ま

す
。
最
終
的
に
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
中
で
国
際
協
調
を
進
め

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
自

動
車
は
各
国
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
国

家
間
の
産
業
競
争
に
な
っ
て
い
る
現
状

も
事
実
で
す
。こ
こ
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
国
際
協
調
と
産
業
の

国
際
競
争
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
自

動
車
産
業
は
各
国
で
大
き
な
雇
用
も
抱

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
負
け
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

―
こ
う
し
た
環
境
下
で
の
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
の

役
割
は

国
際
競
争
力
引
き
上
げ

の
た
め
政
策
提
言
を
実
施

世界各国の電池産業への補助政策
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そ
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
含
め
て

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
内
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
は
、
わ
れ
わ

れ
は
リ
ユ
ー
ス
が
特
に
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
車

載
電
池
は
自
動
車
用
途
で
使

え
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
他

の
用
途
に
は
使
え
ま
す
。

　

電
池
を
定
置
型
の
電
力
貯

蔵
に
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
考
え

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う

な
る
と
太
陽
光
や
風
力
な
ど

に
も
議
論
が
発
展
す
る
わ
け

で
、
自
動
車
業
界
の
枠
を
超
え
て
、
国

全
体
と
し
て
取
り
組
む
の
か
と
い
う
話

に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
リ
ユ
ー
ス

を
進
め
る
た
め
の
法
律
的
な
裏
付
け
、

優
遇
税
制
な
ど
も
含
め
て
要
望
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

―
他
の
業
界
団
体
と
の
連
携
も
必
要
に

な
る

論
は
６
月
以
降
に
開
始
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
ま
す
。

―
電
池
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
取
り
組
み
も
絡
ん
で
く
る

　

電
池
が
重
要
な
戦
略
物
資
に
な
る
中
、

数
量
を
安
定
的
に
確
保
す
る
上
で
も
、

外
国
か
ら
ど
ん
ど
ん
買
う
と
い
う
わ
け

に
も
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

を見据えて
Ask about the next generation次代

　

そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
各
団

体
だ
け
で
は
話
が
進
ま
な
い
レ
ベ
ル
に

な
り
ま
す
。
電
池
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

と
い
う
横
串
を
刺
し
て
議
論
す
る
こ
と

も
重
要
に
な
る
し
、
国
に
音
頭
を
取
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
話
は
今
後
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

―
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
部
品
メ
ー
カ
ー

と
の
連
携
は

　

リ
サ
イ
ク
ル
も
含
め
て
自
動
車
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
部
材
メ
ー
カ
ー
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
話
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
協
調
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
調

し
て
、
国
の
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
利
害

が
相
反
す
る
部
分
も
あ
る
と
理
解
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
団
体
と

の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
２
０
５
０

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
日
本

の
自
動
車
産
業
の
国
際
競
争
力
の
維
持
、

強
化
を
目
指
し
て
協
力
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
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小型EVは地域や観光地内の移動、物流など活用方法が広がっている

100年に一度の大変革期を迎えている自動車業界。こうした変革期をビジネ
スチャンスと捉え、モビリティ分野を新たな事業の成長柱とする異業種が増
えている。特に電気自動車（EV）は、従来の内燃機関車に比べて部品点数
が少ない。また、従来の自動車業界のビジネスモデルである垂直統合ではな
く、水平分業で開発が可能であり、新規参入のハードルも低いと見られてい
る。中でも小型EVに熱い視線を送る異業種は多く、中国で上海通用（GM）
五菱汽車が発売した約45万円の小型EV「宏光ミニEV」が爆発的な人気車と
なったのは記憶に新しいところ。日本でもEVへの社会的な期待値の高まり
とともに、新規参入企業が増えている。

異
業
種
参
入
が
相
次
ぐ
Ｅ
Ｖ
業
界

～
小
型
Ｅ
Ｖ
を
中
心
に
新
市
場
開
拓
を
目
指
す
～

　

日
本
で
は
、
国
内
外
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
小
型
Ｅ
Ｖ
開
発
が
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
中
心
に
加
速

し
て
い
る
。
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
開
発
・
販
売
を
手
が
け
る
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｍ
（
鶴
巻
日
出
夫
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
川

崎
市
幸
区
）
は
、
４
人
乗
り
小
型

Ｅ
Ｖ
「
フ
ォ
ム
ワ
ン
」
の
国
内
事

業
展
開
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。

１
月
に
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
し
、
実

証
実
験
を
始
め
た
。

　

同
社
は
ト
ヨ
タ
車
体
で
超
小
型

Ｅ
Ｖ
「
コ
ム
ス
」
を
開
発
し
た
鶴

巻
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
２
０
１
３
年
に
創
業

し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
、

フ
ォ
ム
ワ
ン
は
19
年
か
ら
タ
イ
で

量
産
を
始
め
た
。
バ
ン
コ
ク
市
内

日
本
発
、小
型
Ｅ
Ｖ
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
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国
内
市
場
の
参
入
は
「
タ
イ
を

中
心
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の

中
の
一
つ
」（
鶴
巻
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と

の
位
置
付
け
で
、
成
熟
市
場
で
超

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
普
及
す
る
余

地
が
あ
る
の
か
を
探
る
。
今
後
、

に
は
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
構
え
て
お

り
、
累
計
販
売
台
数
は
４
０
０
台

に
達
す
る
。

　

タ
イ
の
生
産
拠
点
は
超
小
型
Ｅ

Ｖ
の
量
産
に
適
し
た
小
規
模
生
産

工
場
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
ブ
」
で
、

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言

の
影
響
で
稼
働
を
停
止
し
て
い
る

が
、
年
産
５
千
台
（
１
シ
フ
ト
）

の
生
産
能
力
を
持
つ
。

　

国
内
市
場
で
は
軽
自
動
車
扱
い

と
な
り
、
台
数
限
定
な
が
ら
一
般

販
売
も
始
め
た
。
軽
自
動
車
が
普

及
し
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
た
も

の
で
、
高
速
道
路
を
走
行
す
る
こ

と
も
想
定
し
た
。
３
月
下
旬
か
ら

さ
い
た
ま
市
で
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｖ
や

ス
ク
ー
タ
ー
な
ど
を
市
民
に
貸
し

出
す
「
シ
ェ
ア
型
マ
ル
チ
モ
ビ
リ

テ
ィ
等
の
実
証
実
験
」
に
参
画
、

本
格
販
売
に
向
け
た
認
知
度
ア
ッ

プ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

販
売
・
サ
ー
ビ
ス
網
の
構
築
や

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
な
ど
を
進
め
て
国
内
事
業

拡
大
を
図
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
事
業
拡
大
に

向
け
て
、
同
社
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
の
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
本
格
化
し
て
い
な
い
新
興
国
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。
今
後
、
製
造
拠

点
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
化
を
視
野

に
入
れ
て
お
り
、近
距
離（
フ
ァ
ー

ス
ト
・
ワ
ン
・
マ
イ
ル
）
移
動
に

適
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
普
及
を
図

る
。
主
力
市
場
と
位
置
付
け
る
タ

イ
に
今
秋
に
も
工
場
を
新
設
す
る

と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
市
場
な
ど
に

販
路
を
広
げ
る
考
え
だ
。
タ
イ
に

新
設
す
る
理
由
は
、
工
場
の
運
営

コ
ス
ト
低
減
と
生
産
能
力
を
増
強

す
る
の
が
目
的
だ
。「
乗
用
車
の

フ
ォ
ム
ワ
ン
だ
け
で
な
く
、
今
後

は
商
用
車
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
し
て
い
く
。
そ
れ
を
見
据

え
て
少
な
く
と
も
２
、３
ラ
イ
ン

は
必
要
」（
同
）
で
あ
り
、
生
産

能
力
の
増
強
と
並
行
し
て
販
路
の

拡
大
も
進
め
る
。

　

現
在
、
フ
ォ
ム
ワ
ン
は
日
本
と

FOMMが開発した「フォムワン」
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「
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
競

合
は
最
初
か
ら
考
え
て
い
な
い
」

（
同
）
と
い
う
。
将
来
的
に
、
低

価
格
で
販
売
で
き
る
可
能
性
の
あ

る
超
小
型
Ｅ
Ｖ
を
、
新
興
国
の

パ
ー
ト
ナ
ー
（
企
業
）
自
ら
が
組

み
立
て
、
収
入
を
得
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
方
針
だ
。
新
興
国
で
の

日
常
生
活
の
移
動
手
段
と
し
て
超

小
型
Ｅ
Ｖ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

描
い
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｖ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
異
業
種
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
開
発
す
る
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
佐
川
急

便
は
、
Ｅ
Ｖ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
Ａ
Ｓ

Ｆ
（
飯
塚
裕
恭
社
長
、
東
京
都
港

区
）
と
物
流
用
の
Ｅ
Ｖ
を
開
発
し

た
。
開
発
車
両
は
佐
川
急
便
が
活

用
し
、
今
年
９
月
に
も
生
産
を
始

宅
配
事
業
者
自
ら
が

配
送
用
Ｅ
Ｖ
を
開
発

タ
イ
だ
け
で
販
売
し
て
い
る
が
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ラ
オ
ス
と
い
っ
た

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
ア
フ
リ
カ
や

中
南
米
の
島
国
か
ら
の
引
き
合
い

も
強
い
と
い
う
。
こ
う
し
た
市
場

に
向
け
て
ま
ず
タ
イ
か
ら
車
両
を

輸
出
し
て
販
売
す
る
。

　

販
売
実
績
や
見
通
し
な
ど
か
ら
、

現
地
企
業
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
ブ
の

設
置
や
運
営
を
委
託
す
る
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
展
開
を
検
討
す
る
。「
現

地
企
業
が
出
資
し
た
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
ブ
で
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
（
組

立
）
を
や
っ
て
も
ら
う
。
現
地
で

調
達
で
き
る
部
品
が
あ
れ
ば
採
用

し
、
難
し
い
場
合
は
当
社
が
ま
と

め
て
供
給
す
る
。
こ
う
し
た
枠
組

み
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
し
た

い
」（
同
）
と
し
て
い
る
。

　

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
完
成
車

メ
ー
カ
ー
も
手
が
け
て
い
る
分
野

だ
が
、
自
動
車
新
興
国
で
の
事
業

展
開
に
強
く
こ
だ
わ
る
こ
と
か
ら

佐川急便は自社で活用する配送用EVをASFと開発

め
る
計
画
。
佐
川
急
便
の
営
業
所

に
は
来
年
９
月
か
ら
納
車
さ
れ
る

予
定
だ
。

　

佐
川
急
便
は
30
年
ま
で
に
集
配

用
と
し
て
使
う
約
７
２
０
０
台
の

軽
自
動
車
を
す
べ
て
Ｅ
Ｖ
に
切
り

替
え
る
計
画
。
小
型
Ｅ
Ｖ
は
道
が

狭
い
住
宅
地
な
ど
で
の
利
用
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

開
発
車
両
の
１
充
電
当
た
り
の

航
続
距
離
は
２
０
０
㎞
以
上
を
実

現
し
た
。
シ
ス
テ
ム
設
計
な
ど
は
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い
や
す
く
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
が

荷
物
を
運
ぶ
と
い
う
二
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
開
発
し
た
」（
佐
川
急

便
の
本
村
正
秀
社
長
）
と
い
う
。

運
転
席
は
助
手
席
よ
り
広
く
設
定

し
、
車
内
作
業
を
効
率
的
に
行
え

る
テ
ー
ブ
ル
や
１
㍑
紙
パ
ッ
ク
が

置
け
る
ド
リ
ン
ク
ホ
ル
ダ
ー
な
ど

も
設
け
た
。
荷
室
で
は
４
本
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
夜
間
集

配
時
の
利
便
性
を
高
め
た
ほ
か
、

荷
台
を
高
く
し
て
タ
イ
ヤ
ハ
ウ
ス

の
出
っ
張
り
を
な
く
す
な
ど
、
配

送
員
へ
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫
も

凝
ら
し
た
。
ま
た
、
車
両
情
報
や

運
行
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
、
運
行
記

録
計
な
ど
も
装
備
す

る
予
定
だ
。

　

石
油
元
売
り
も
小

型
Ｅ
Ｖ
市
場
に
参
入

し
始
め
た
。
出
光
興

産
は
、
タ
ジ
マ
モ
ー

タ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
田
嶋
伸
博

代
表
、
東
京
都
中
野

区
）
の
関
連
会
社
で

石
油
元
売
り

大
手
も
参
入

Ａ
Ｓ
Ｆ
、
車
両
生
産
は
中
国
の
五

菱
汽
車
が
担
当
す
る
。
車
両
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
グ
ル
ー
プ
会
社
で
整

備
事
業
を
手
が
け
る
Ｓ
Ｇ
モ
ー

タ
ー
ス
が
行
う
。

　

佐
川
急
便
と
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
昨
年
６

月
、
小
型
Ｅ
Ｖ
の
共
同
開
発
で
合

意
し
た
。当
時「
自
動
車
メ
ー
カ
ー

か
ら
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
車
両

は
出
て
い
た
が
、
宅
配
便
に
特
化

し
た
ク
ル
マ
は
な
か
っ
た
」（
佐

川
急
便
）
こ
と
を
背
景
に
、
宅
配

事
業
者
自
ら
が
Ｅ
Ｖ
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
共
同
開
発
す
る
こ
と
に
し
た
経

緯
が
あ
る
。
同
社
は
集
配
用
軽
自

動
車
を
Ｅ
Ｖ
化
す
る
こ
と
で
、
脱

炭
素
の
取
り
組
み
に
も
生
か
す
。

保
有
す
る
約
２
万
７
千
台
の
車
両

が
１
年
間
に
排
出
す
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
約
１
割
に
当
た

る
約
２
万
８
千
㌧
を
削
減
す
る
方

針
だ
。

　

試
作
車
は
「
ド
ラ
イ
バ
ー
が
使

Ｅ
Ｖ
の
設
計
な
ど
を
手
が
け
る
タ

ジ
マ
Ｅ
Ｖ
に
出
資
し
、
超
小
型
Ｅ

Ｖ
を
開
発
す
る
。
１
０
０
万
〜

１
５
０
万
円
程
度
の
価
格
帯
の
Ｅ

Ｖ
を
22
年
に
市
販
す
る
考
え
だ
。

タ
ジ
マ
Ｅ
Ｖ
の
社
名
を
「
出
光
タ

ジ
マ
Ｅ
Ｖ
」
に
変
更
し
、
開
発
し

た
車
両
は
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｓ
Ｓ
）
な
ど
で
販
売
す
る
。

　

出
光
タ
ジ
マ
Ｅ
Ｖ
は
、
Ｅ
Ｖ

レ
ー
ス
な
ど
で
培
っ
て
き
た
タ
ジ

マ
グ
ル
ー
プ
の
設
計
開
発
技
術
と
、

出
光
の
高
機
能
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
素
材
開
発
技
術
を
融
合
、
低

価
格
の
超
小
型
Ｅ
Ｖ
を
開
発
す
る
。

乗
車
定
員
４
人
で
、
満
充
電
時
の

航
続
距
離
は
１
２
０
㎞
程
度
と
す

る
。
国
土
交
通
省
が
設
定
し
た
超

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
規
格
に
準
拠

し
、
型
式
指
定
を
取
得
す
る
。

　

生
産
は
出
光
の
拠
点
を
活
用
す

る
ほ
か
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
に

委
託
す
る
予
定
で
、
複
数
の
工
場

石油元売りの出光興産はタジマEVと連携し、小型EV開発に乗り出した
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で
製
造
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
販
売
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

は
、
全
国
６
４
０
０
カ
所
の
出
光

系
列
Ｓ
Ｓ
を
活
用
す
る
。
出
光
と

タ
ジ
マ
で
は
、
運
転
に
不
慣
れ
で

も
買
い
物
や
子
ど
も
の
送
り
迎
え

に
ク
ル
マ
を
使
用
し
て
い
る
人
や
、

軽
自
動
車
を
業
務
に
使
用
し
て
１

日
の
移
動
距
離
が
15
㎞
未
満
の
人

な
ど
に
は
、
手
軽
で
小
回
り
の
利

く
、
低
価
格
の
超
小
型
Ｅ
Ｖ
が
適

し
て
お
り
、
日
本
市
場
で
年
間

１
０
０
万
台
の
需
要
が
あ
る
と
み

て
い
る
。

　

さ
ら
に
出
光
タ
ジ
マ
Ｅ
Ｖ
は
、

車
載
ソ
ー
ラ
ー
や
次
世
代
車
載
用

バ
ッ
テ
リ
ー
、
自
動
運
転
車
、
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
時

速
20
㎞
未
満
の
電
動
自
動
車
）
の

開
発
、
新
し
い
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
や
カ
ー
シ
ェ
ア
モ
デ
ル
の

展
開
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
）
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
な
ど
、
自
動
車
業

界
の
潮
流
に
対
応
し
て
い
く
方
針

も
掲
げ
て
い
る
。

　

自
動
車
産
業
の
川
上
を
担
う
素

材
メ
ー
カ
ー
も
、
強
み
で
あ
る
軽

量
化
・
耐
衝
撃
性
な
ど
の
独
自
技

術
を
小
型
Ｅ
Ｖ
に
生
か
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
拡
大
を
図
る
。
帝
人
は
Ｅ
Ｖ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
開
発

す
る
豪
ア
プ
ラ
イ
ド
Ｅ
Ｖ
（
Ａ
Ｅ

Ｖ
）
と
、
低
速
Ｅ
Ｖ
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
を
共
同
開
発
し
た
。

　

開
発
し
た
車
両
は
４
人
乗
り
で

10 

kW
／
ｈ
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
す

る
。
窓
や
ド
ア
に
は
、
軽
量
で
耐

衝
撃
性
の
高
い
帝
人
の
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
樹
脂
「
パ
ン
ラ
イ
ト
」

を
採
用
し
た
グ
レ
ー
ジ
ン
グ
を
用

い
た
。
車
内
の
断
熱
、
吸
音
材
に

は
、
帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
製
タ
テ
型
不
織
布
を
採

素
材
メ
ー
カ
ー
の
動
き

用
し
、
車
内
の
騒
音
と
温
度
上
昇

を
抑
え
て
、
Ｅ
Ｖ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
や
快
適
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

両
社
は
19
年
か
ら
低
速
Ｅ
Ｖ
の

開
発
で
協
力
し
て
お
り
、
22
年
後

半
に
低
速
Ｅ
Ｖ
の
実
用
化
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

共
同
開
発
し
た
Ｅ
Ｖ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
ブ
ラ
ン
ク
・
ロ
ボ
ッ

ト
」
や
ソ
ー
ラ
ー
ル
ー

フ
、
帝
人
の
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
樹
脂
製
グ

レ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
を

採
用
し
た
。
帝
人
は
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
の
開
発

で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

モ
ビ
リ
テ
ィ
向
け
事

業
に
展
開
し
て
い
く
。

　

異
業
種
か
ら
の
参

入
が
加
速
し
、
競
争
が

激
化
す
る
小
型
Ｅ
Ｖ

市
場
。
新
規
参
入
各
社

は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
独
自

技
術
や
ユ
ー
ザ
ー
が
使
い
や
す
い

構
造
、
機
能
な
ど
を
付
加
す
る
こ

と
で
既
存
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と

の
差
別
化
を
図
り
、
新
天
地
の
開

拓
を
着
々
と
進
め
て
い
る
。

帝人は軽量化や耐衝撃性に優れる自社素材を生かした小型EVを豪AEVと共同開発
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義
務
化
、
達
成
目
標
な
ど
、
最
近
と
み
に

人
気
の
あ
る
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て

ほ
し
い
。
Ｅ
Ｖ
は
光
り
輝
く
目
標
だ
が
、

現
在
、
目
的
達
成
の
た
め
に
良
い
仕
事
を

し
て
い
る
の
は
Ｈ
Ｖ
な
の
だ
。
昨
年
米
国

で
お
よ
そ
30
万
台
の
Ｅ
Ｖ
が
売
れ
た
。
一

方
、
米
国
に
お
け
る
内
燃
機
関
車
（
Ｉ
Ｃ

Ｅ
）の
平
均
燃
費
性
能
は
25 

ｍ
ｐ
ｇ
だ
っ

た
。
年
間
平
均
走
行
距
離
が
１
万
５
千
マ

イ
ル
（
約
２
万
４
千
㎞
）
だ
と
す
る
と
、

30
万
人
の
人
々
は
、
25
ｍ
ｐ
ｇ
か
ら
Ｅ
Ｖ

に
な
っ
た
の
で
１
億
８
千
万
ガ
ロ
ン
の
燃

料
を
使
わ
ず
に
済
ま
せ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

も
ち
ろ
ん
使
用
し
た
電
気
の
一
部
は
石
油

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
新
興
企
業
、
Ｉ
Ｔ

企
業
な
ど
が
次
々
と
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）

を
開
発
、
投
入
し
始
め
て
い
ま
す
。
長
年

自
動
車
に
求
め
ら
れ
て
き
た「
燃
費
向
上
」

「
排
出
ガ
ス
削
減
」
の
声
は
か
き
消
さ
れ
、

ゼ
ロ
排
出
ガ
ス
車
以
外
は
す
べ
て
禁
止
す

る
と
い
う
方
針
が
声
高
に
語
ら
れ
、
業
界

も
そ
れ
に
追
従
す
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

そ
ん
な
米
国
で
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン

ト
を
見
つ
け
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
Ｅ
Ｖ
対
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）

と
い
う
議
論
は
複
雑
な
も
の
だ
。
個
人
的

な
欲
求
が
混
じ
っ
て
い
る
し
、
私
見
だ
が
、

率
直
に
言
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
の
清
教
徒
気

質
の
片
鱗
も
見
ら
れ
る
と
思
う
。
例
え
ば

喫
煙
だ
と
か
ア
ル
コ
ー
ル
だ
と
か
を
悪
い

と
み
ん
な
が
判
断
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
ア

メ
リ
カ
人
と
い
う
の
は
一
方
の
極
か
ら
反

対
側
の
極
へ
一
気
に
振
れ
て
し
ま
う
。
わ

れ
わ
れ
に
は
た
ば
こ
を
吸
う
量
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
ば
こ
を
吸
う
の
を

や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
喫
煙
を

や
め
よ
う
で
は
な
く
『
摂
取
量
を
20
%
減

ら
し
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

を
見
た
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
軽
減
し
て

い
く
と
い
う
の
は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
な
の

だ
が
…
」。

　

自
動
車
に
つ
い
て
も
そ
う
だ
。
Ｅ
Ｖ
の

や
天
然
ガ
ス
か
ら
で
き
て
い
る
の
だ
が
、

ま
あ
そ
れ
は
無
視
す
る
。

　

さ
て
、
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
Ｅ
Ｖ
の
バ
ッ

テ
リ
ー
（
最
大
24
Ｇ
Ｗ
ｈ
）
を
使
っ
て
Ｈ

Ｖ
を
作
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
平
均
サ
イ

ズ
1.6
ｋ
Ｗ
ｈ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
し
た

１
５
０
０
万
台
の
Ｈ
Ｖ
が
で
き
る
。
こ
れ

は
２
０
２
０
年
に
米
国
で
売
ら
れ
た
す
べ

て
の
ラ
イ
ト
ビ
ー
ク
ル
を
Ｈ
Ｖ
に
で
き
る

台
数
だ
。

　

こ
こ
で
Ｈ
Ｖ
で
な
い
ク
ル
マ
を
Ｈ
Ｖ
に

し
た
と
き
、
ト
ヨ
タ
の
「
Ｒ
Ａ
Ｖ
４
」
や

「
ハ
イ
ラ
ン
ダ
ー
」
の
例
と
同
じ
だ
け
燃

費
改
善
で
き
る
と
仮
定
す
る
と
、
ガ
ソ
リ

ン
消
費
量
は
28
%
減
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

３
９
０
億
ガ
ロ
ン
の
燃
料
を
節
約
で
き
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
10
%
の
削
減
で

あ
っ
て
も
30
万
台
の
Ｅ
Ｖ
よ
り
79
倍
減
ら

せ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
私
が

Ｅ
Ｖ
を
買
え
ば
私
の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
は

ゼ
ロ
に
な
り
、
と
て
も
良
い
気
分
に
な
る
、

と
い
う
点
だ
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
本
当
に

世
界
の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
を
減
ら
そ
う
と

望
む
の
な
ら
、
巨
大
な
バ
ッ
テ
リ
ー
を
必

要
と
す
る
Ｅ
Ｖ
を
無
理
に
売
り
始
め
て
世

界
中
に
そ
れ
が
普
及
す
る
ま
で
待
つ
の
は

最
悪
の
選
択
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

フォード「F-150 Lightning EV」。ピックアップにもEV投入が進む
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Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
に
は
正
会
員
、
準
会
員

合
わ
せ
て
４
２
８
社
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
自
動
車
部
品
業
界
全
体
の
統
計
調

査
、
業
界
の
抱
え
て
い
る
課
題
の
検
討

と
対
応
、
政
府
の
政
策
情
報
の
提
供
な

ど
業
界
全
体
の
活
動
を
取
り
ま
と
め
る

本
部
の
ほ
か
に
、
３
支
部
（
東
日
本
支

部
、
中
日
本
支
部
、
西
日
本
支
部
）
に

分
か
れ
て
独
自
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。会

員
企
業
は
入
会
時
、
本
社
所
在
地

に
合
わ
せ
て
３
支
部
の
い
ず
れ
か
に
所

属
し
ま
す
。
現
在
、
東
日
本
支
部
に
は

２
４
７
会
員
、
中
日
本
支
部
に
は
93
会

員
、
西
日
本
支
部
に
は
88
会
員
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、

各
支
部
の
会
員
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
独

自
の
部
会
活
動
を
通
じ
て
、
各
種
の
講

演
会
や
優
良
企
業
工
場
・
施
設
見
学
会
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
部
と
各
支
部
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
交
流
会

や
懇
親
会
な
ど
を
実
施
し
、
会
員
企
業

各
種
の
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
、

工
場・
施
設
見
学
会
な
ど
を
実
施

東日本・中日本・西日本の３支部が
会員ニーズを踏まえた独自の活動を展開中

報告：JAPIA事務局

JAPIAの
活動

Web展示会第1回

日野自動車工場見学会

※一部写真は2019年以前に撮影されたものです

JAPIAの
活動

支部の活動第7回
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間
の
交
流
を
深
め
る
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。

東
日
本
支
部
は
北
海
道
、
東
北
６

県
、
関
東
甲
信
越
１
都
９
県
、
静
岡
県

の
会
員
企
業
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
４
７
社
の
う
ち
約
半
数
が
中
小
企
業

に
な
り
ま
す
。

東
日
本
支
部

組
織
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
会
、

部
会
ご
と
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、自
動
運
転
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
電
動
化
）
や
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
）、

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

な
ど
重
複
す
る
テ
ー
マ
の
企
画
が
増
え

て
き
た
た
め
、
２
年
前
、『
運
営
委
員

会
』
の
下
で
具
体
的
な
事
業
内
容
や
活

動
テ
ー
マ
を
検
討
、
実
施
す

る
『
企
画
委
員
会
』
に
組
織

再
編
を
し
ま
し
た
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
工
場
見
学

と
海
外
視
察
は
中
止
し
ま
し

た
。
代
わ
り
に
、
毎
年
６
回

行
っ
て
い
た
講
演
会
を
、
場

所
に
捉
わ
れ
な
い
ウ
ェ
ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

（
ズ
ー
ム
）」
を
活
用
し
、
12

回
に
増
や
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
昨
年
6
月
に
開
催
し
た

雇
用
調
整
助
成
金
の
制
度
や

手
続
き
に
関
す
る
説
明
会
の

よ
う
に
、
本
部
と
各
支
部
で

新型コロナウイルス対策として現在はオンラインでも講演会を開催

連
携
し
て
急
遽
開
催
す
る
な
ど
、
当
初

計
画
に
な
か
っ
た
テ
ー
マ
で
も
会
員
企

業
の
要
望
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
応
え
る
た

め
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
は
会
場
の
み
で

行
っ
て
い
た
た
め
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー

か
ら
１
社
１
人
の
制
限
を
設
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
１
社
複
数
名
や
遠
隔
地

か
ら
の
参
加
が
増
え
て
い
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
１
講
演
当
た
り
１
０
０
～

１
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

前
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。「
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
」
下
で
も
、
講
演
会
は
引
き
続

き
会
場
と
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
開
催
し
て
い
く
方
針
で
す
。

企
画
内
容
は
、
毎
年
10
月
に
東
日
本

支
部
会
員
の
全
企
業
を
対
象
に
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
、次
年
度
の
活
動
内
容（
業

界
の
動
向
、
生
産
性
向
上
、
技
術
動
向
、

企
業
経
営
、
環
境
テ
ー
マ
、
そ
の
他
）

を
検
討
し
ま
す
。
今
年
度
は
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
、

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
、
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
、
Ａ
Ｉ

活
用
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
な
ど
に
つ
い
て

の
要
望
が
多
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
講
演
を

行
い
ま
す
。

今
後
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
と

魅
力
の
あ
る
企
画
を
通
じ
て
、
会
員
の

役
に
立
つ
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
日
本
支
部
の
エ
リ
ア
は
東
海
３
県

を
中
心
に
、
静
岡
県
の
天
竜
川
以
西
、

北
陸
地
区
の
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井

県
で
正
会
員
85
社
、
準
会
員
７
社
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

モ
ノ
づ
く
り
で
有
名
な
地
域
柄
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
系
大
手
部
品
メ
ー
カ
ー
と
関

連
す
る
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
、
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
３
、

独
立
系
な
ど
大
手
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
年
間
の

支
部
活
動
は
、
年
次
会
、
中
部
経
済
産

業
省
の
局
長
の
講
演
会
、
賀
詞
交
歓
会
、

海
外
視
察
な
ど
で
す
。
部
会
と
し
て
は
、

中
小
企
業
部
会
と
環
境
部
会
の
そ
れ
ぞ

れ
で
年
３
回
の
講
演
会
と
年
３
回
の
工

場
見
学
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
部
会
で
は
39
会
員
が
所
属

中
日
本
支
部
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し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
会
員
企
業
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
厳
し
く
工
場
見

学
会
は
中
止
し
、
中
小
企
業
施
策
委
員

会
と
協
力
し
て
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う
な
ど
、
講
演
会
を
厚
く
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

環
境
部
会
は
環
境
に
関
心
の
高
い
大

手
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に

42
社
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ

Ｇ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
環
境
活
動
の
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
講
演
と
工
場
見
学
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
11
月
に
は
、
会
員

１
５
０
～
２
０
０
人
が
集
ま
る
「
環
境

事
例
発
表
会
」
を
名
古
屋
市
内
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
環
境
部
会
の
会
員
企
業

を
中
心
に
、
ラ
イ
ン
で
の
装
置
や
工

程
の
工
夫
な
ど
各
取
り
組
み
を
通
し

て
、
二
酸
化
炭
素
削
減
や
電
力
削
減
に

つ
な
が
っ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
例

年
１
２
０
件
ほ
ど
を
ま
と
め
て
冊
子
や

ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

展
示
会
で
は
13
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
パ
ネ
ル
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
異
業
種
も
含
め
た
環
境
関

係
を
テ
ー
マ
に
２
講
演
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
の
「
環

境
へ
の
取
り
組
み
」
と
ア
サ
ヒ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
」
に
つ

い
て
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
し
、
今
年
度
も

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な

ど
、
世
界
的
に
大
き
な
動
き
が
早
い
テ

ン
ポ
で
進
ん
で
い
る
た
め
、
タ
イ
ム

リ
ー
で
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
に
対
し
て

情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

本
部
、
支
部
と
連
携
し
た
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
中
日
本
支
部
会

員
各
社
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

西
日
本
支
部
は
、
滋
賀
県
と
三
重
県

西
部
以
西
の
西
日
本
地
区
を
担
当
エ
リ

ア
と
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
所
在
は
大

阪
府 

47
％
、 

広
島
県 

14
％
、
兵
庫
県 

11
％
、
岡
山
県 

10
％
と
、
約
半
分
以

上
が
関
西
地
方
、
４
分
の
１
が
中
国
地

方
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

会
員
企
業
は
、
東
・
中
日
本
支
部
と

比
べ
て
中
小
企
業
の
比
率
は
88
社
の
う

西
日
本
支
部

トヨタＬ＆Ｆ見学会
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同業だけでなく他業種の工場・施設見学会も積極的に実施

ち
61
社
と
一
番
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
を
中
心
と
し
た
西
日
本
地

域
は
戦
後
に
自
動
車
部
品
産
業
が
発
展

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
現

在
、
経
営
陣
が
２
代
目
か
ら
３
代
目
に

移
ろ
う
と
し
て
い
る
転
換
期
で
も
あ
り

ま
す
。

組
織
は
支
部
長
を
含
め
た
４
社
を
中

心
に
、
そ
の
下
に
経
営
研
修
会
、
総
務

分
科
会
、
品
質
分
科
会
、
生
産
分
科
会
、

技
術
分
科
会
、
補
修
部
品
分
科
会
、
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
関
西
倶
楽
部
の
７
分
科
会
に

加
え
、
今
年
か
ら
新
設
し
た
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
分
科
会
が
あ

り
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
分
科
会
は
、

以
前
か
ら
会
員
企

業
の
声
と
し
て

「
製
造
業
で
Ｄ
Ｘ

を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
」
と
の

ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た

た
め
発
足
し
ま
し

た
。
６
月
に
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
で
第
１
回
目

の
外
部
講
師
の
講

演
会
『
Ｄ
Ｘ
は
な

ぜ
必
要
か
？
工
場

経
営
視
点
で
の
考

察
』
を
行
い
、
具

体
的
な
方
向
性
を

検
討
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
講
演
会
や
工

場
・
施
設
見
学
会
な
ど
計
36

件
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
緊
急
事
態

宣
言
な
ど
の
た
め
約
半
数
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

引
き
続
き
少
人
数
で
の
開
催

や
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
て
対
応

し
ま
す
。

西
日
本
支
部
の
講
演
会
や

工
場
見
学
は
会
長
、
社
長
な

ど
の
役
職
者
の
参
加
比
率
が

高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
中
小
企
業
の
経
営
陣

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
想

定
し
、
技
術
分
野
だ
け
で
な

く
、
経
営
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
テ
ー
マ
に
盛
り
込
む
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
講
演
会
の
講
師
選
定

の
改
革
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
国
内
外

問
わ
ず
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
講
演
会

で
あ
れ
ば
役
員
ク
ラ
ス
を
中
心
に
依
頼

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
自
動
車
技

術
を
活
用
し
て
異
業
種
へ
展
開
す
る
た

め
の
勉
強
会
と
し
て
、
ヤ
ン
マ
ー
Ｈ
Ｄ

や
小
松
製
作
所
な
ど
の
農
機
具
・
建
機

メ
ー
カ
ー
、
ホ
ン
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
や
新
明

和
工
業
な
ど
の
航
空
機
メ
ー
カ
ー
の
講

演
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
今
年
発
足
し
た
Ｄ
Ｘ
分
科
会

の
よ
う
に
、
会
員
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
柔
軟
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

懇親会などを通じて会員企業間の交流を促進
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資本金
従業員
拠 点
代表者

1 億円
150人（2021年4 月現在）
5 拠点
代表取締役社長
執行役員 橋本 雅明

電子機器試験サービスの老舗
国内最高レベルの
試験環境を用意

ど
計
15
基
の
充
実
し
た
試
験
設
備
を
保
有

す
る
ほ
か
、
国
内
外
お
よ
び
メ
ー
カ
ー
個

別
の
規
格
に
幅
広
く
対
応
す
る
な
ど
、
国

内
最
高
レ
ベ
ル
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
試
験
環
境
を
用

意
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
度
以
降
の
自
動
車
・
車
載

向
け
の
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
※
試

験
所
認
定
取
得
に
よ
る
車
載
器
向
け
環
境

試
験
受
託
サ
ー
ビ
ス
強
化
の
ほ
か
、
５
Ｇ

通
信
や
自
動
運
転
に
使
用
す
る
高
周
波
測

定
機
器
の
校
正
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ロ
ナ
禍
対

応
と
し
て
の
電
子
機
器
・
電
子
部
品
の
環

境
試
験
（
55
種
類
の
オ
ン
ラ
イ
ン
立
会
試

験
・
評
価
サ
ー
ビ
ス
）、
欧
州
・
北
米
向

け
低
温
塩
水
サ
イ
ク
ル
試
験
サ
ー
ビ
ス
、

大
電
力
対
応
シ
ロ
キ
サ
ン
ガ
ス
暴
露
試
験

サ
ー
ビ
ス
、
欧
州
自
動
車
メ
ー
カ
ー
規
格

「
Ｌ
Ｖ
１
２
４
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
試
験
」
な

ど
を
開
始
し
、
海
外
メ
ー
カ
ー
向
け
の
規

格
試
験
対
応
を
含
め
て
積
極
的
に
自
動
車

領
域
で
の
受
託
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
、
強
化

し
て
い
る
。

　

新
技
術
に
対
応
し
た
試
験
設
備
の
早
期

導
入
に
よ
り
蓄
積
し
た
評
価
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

新
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
素
早
く
反
映
で
き
る

の
が
同
社
の
強
み
だ
。

近
年
は
電
動
化
が
進
む
自
動
車
分
野
に

注
力
し
、
新
技
術
に
も
即
応

　

沖
電
気
工
業
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

沖
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
電
子
機
器
・

電
子
部
品
の
試
験
・
評
価
・
解
析
サ
ー
ビ

ス
、
電
子
部
品
の
技
術
・
環
境
情
報
調
査
、

計
測
機
器
の
校
正
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
展
開

し
、
自
動
車
業
界
を
始
め
、
産
業
・
工
作

機
械
、
半
導
体
・
電
子
部
品
、
航
空
・
宇

宙
な
ど
事
業
展
開
領
域
は
幅
広
い
。

　

近
年
は
自
動
車
業
界
向
け
の
評
価
・
試

験
の
受
託
サ
ー
ビ
ス
拡
大
に
注
力
し
、
車

両
の
電
動
化
や
自
動
運
転
化
、
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
化
の
加
速
で
多
様
化
す
る
試
験
・

評
価
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
を
高
め
て
い
る
。

　

同
社
の
強
み
は
、
構
造
解
析
や
実
装
技

術
評
価
な
ど
の
基
本
性
能
試
験
に
加
え
、

温
湿
度
環
境
試
験
や
屋
外
環
境
試
験
な
ど

55
種
類
に
及
ぶ
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
環
境

試
験
、
各
種
故
障
解
析
、
電
磁
環
境
に
お

け
る
規
格
試
験
（
Ｅ
Ｍ
Ｃ
試
験
）
な
ど
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
可
能
な
点
だ
。
自

動
車
の
電
動
化
の
流
れ
で
需
要
が
高
ま
る

Ｅ
Ｍ
Ｃ
試
験
に
関
し
て
は
、
10
ｍ
法
電
波

暗
室
２
基
、車
載
暗
室
６
基
、リ
バ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
バ
ー
１
基
、
ノ
イ
ズ
室
な

OKIエンジニアリング
会員企業ファイル㊶

本社
東京都練馬区氷川台3-20-16
URL
https://www.oeg.co.jp/

我が社
の逸品

EMC試験用電波暗室
温度環境試験槽

※ �Japan�Accreditation�Board（日本適合性認定協会）

氷川台本社
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従業員

拠 点

代表者

1,719人（2020年
12月現在）
日本、米国、インド、
中国、欧州の５拠点
代表取締役社長
CEO 宮藤 康聡

ビ
ス
が
強
み
だ
。

　

さ
ら
に
、
同
社
が
蓄
積
し
て
き
た
顧
客

の
生
産
性
向
上
ノ
ウ
ハ
ウ
を
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
も
注
力
し
て
い
る
。
最
大
の
強
み
は
、

設
計
・
開
発
領
域
で
の
対
応
力
の
高
さ
だ
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
出
身
者
が
数
多
く
在
籍

す
る
こ
と
に
加
え
、
衝
突
・
Ｎ
Ｖ
（
騒
音
・

振
動
）・
熱
流
体
・
電
磁
界
な
ど
、
特
定

領
域
解
析
は
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
対
応

し
て
い
る
。

　

今
年
度
後
半
に
は
、
車
両
の
自
動
運
転

化
や
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
化
の
加
速
に
よ
り
、

今
後
自
動
車
業
界
で
も
対
策
が
必
須
と
な

る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
領
域
で
の

受
託
サ
ー
ビ
ス
を
本
格
化
さ
せ
る
。

　
「
知
恵
と
技
術
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

し
、
価
値
創
造
を
革
新
す
る
」「『
本
質
的

に
美
し
い
も
の
づ
く
り
』
を
実
現
す
る
」

の
２
点
を
使
命
に
掲
げ
る
同
社
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
企
業
や
人

間
の
価
値
創
造
領
域
の
革
新
を
目
指
し
て

お
り
、
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟
性
を
持

た
せ
た
中
小
企
業
支
援
も
見
据
え
て
い
る
。

　

現
在
は
製
造
業
全
般
の
課
題
で
あ
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、

循
環
型
モ
ノ
づ
く
り
を
可
能
に
す
る
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
展

開
を
急
い
で
い
る
。

国
内
最
大
級
の

３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
展
開

　

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
（
ソ
ラ
イ
ズ
）
は
、
自

動
車
を
始
め
と
す
る
製
造
業
界
向
け
に
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
３
Ｄ
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
試
作
・
少
量
生
産
を

手
掛
け
る
。
今
年
１
月
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
事
業
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
事
業

を
展
開
す
る
子
会
社
を
吸
収
合
併
し
、
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
る
自
動
車
業
界
で
高

ま
る
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
を
高

め
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
参
入
し
て
以
来
30 

年
以
上
に
わ
た
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て

き
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
事
業
は
、
生

産
能
力
お
よ
び
受
託
サ
ー
ビ
ス
規
模
は
国

内
最
大
級
を
誇
る
。
試
作
品
製
作
に
と
ど

ま
ら
ず
、
少
量
生
産
が
可
能
な
体
制
を
す

で
に
構
築
し
て
お
り
、
今
後
の
強
化
領
域

と
位
置
付
け
る
。

　

ま
た
、
設
計
・
開
発
領
域
を
中
心
と
す

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

今
後
の
主
力
ビ
ジ
ネ
ス
と
見
据
え
る
。
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
で
自
動
車
・
部
品

メ
ー
カ
ー
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
生
産
性
向

上
を
支
援
す
る
た
め
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
派
遣

や
受
託
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
機

械
系
開
発
領
域
に
加
え
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

に
よ
る
制
御
領
域
も
含
め
た
モ
デ
ル
ベ
ー

ス
開
発
の
受
託
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
派
遣
サ
ー

本社
東京都千代田区三番町6-3 三番町UFビル３F
URL
https://www.solize.com/

3Dエンジニアリング
サービスのパイオニア

SOLIZE

会員企業ファイル㊷金属造形サンプル

我が社
の逸品

自動車のオフセット衝突解析モデルやシミュレーションを駆使して
開発・検証を行うモデルベース開発
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資本金
従業員

拠 点
代表者

4億9,962万5千円
339人（2020年 3月
現在）
9 拠点
代表取締役社長
加納 尚美

今年で創業50周年
物流を多面的に
支え続ける

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
欠
か
せ
な
い
の
が
パ

レ
ッ
ト
の
管
理
で
あ
る
。
同
社
は

２
０
０
０
年
以
降
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（
自
動
認
識
）

を
活
用
し
た
パ
レ
ッ
ト
の
個
体
管
理
に
着

手
。
15
年
に
は
多
様
な
物
流
容
器
の
個
体

管
理
を
実
現
す
る
ク
ラ
ウ
ド
型
サ
ー
ビ
ス

「
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ａ
ｒ
ｘ
（
ロ
ジ
ア
ー
ク
ス
）」

を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
物
流
容
器
の
紛
失
防

止
や
管
理
工
数
の
縮
減
に
よ
っ
て
コ
ス
ト

低
減
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
蓄
積
し
た
個

体
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
っ
て
物
流
最
適
化

を
実
現
す
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
部
品

メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
導
入
実
績
も
あ
り
、

特
に
こ
の
１
、２
年
は
問
い
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
。

　

同
社
は
今
後
、
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て

き
た
パ
レ
ッ
ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
、
自
動
車
部
品
物
流
の
効

率
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
む
。
パ

レ
ッ
ト
な
ど
容
器
単
体
コ
ス
ト
の
み
な
ら

ず
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
管
理
コ
ス
ト
（
主

に
人
件
費
）、
輸
送
費
を
含
め
た
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
案

を
強
化
す
る
。

　

今
後
、
利
用
企
業
の
拡
大
が
進
み
、
国

内
拠
点
と
海
外
拠
点
間
を
通
う
容
器
の
稼

働
率
が
上
が
れ
ば
空
容
器
の
回
送
が
減
り
、

コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

パ
レ
ッ
ト
の
規
格
標
準
化
や

物
流
現
場
の
効
率
化
に
尽
力

　

今
年
12
月
に
創
業
50
周
年
を
迎
え
る
日

本
パ
レ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
は
、
製
品
物
流
に

必
須
の
パ
レ
ッ
ト
や
物
流
機
器
な
ど
を
レ

ン
タ
ル
、
販
売
す
る
。

　

パ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
海
外
で
先
行
し

て
い
た
プ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
国
内
に
導
入
、

サ
イ
ズ
標
準
化
に
努
め
、
標
準
パ
レ
ッ
ト

採
用
企
業
の
増
加
に
伴
い
、
業
界
単
位
で

の
共
同
回
収
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど

物
流
現
場
の
効
率
化
に
注
力
し
て
き
た
。

　

加
工
食
品
や
日
用
品
業
界
向
け
の
レ
ン

タ
ル
パ
レ
ッ
ト
市
場
で
存
在
感
を
高
め
て

き
た
同
社
で
あ
る
が
、
近
年
は
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
の
国
際
物
流
で
の
レ
ン
タ
ル

パ
レ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
参
入
、
自
動
車
業

界
で
の
採
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
レ
ン
タ

ル
パ
レ
ッ
ト
の
年
間
供
給
量
は
４
千
万
枚

を
超
え
、
日
本
の
物
流
を
支
え
て
い
る
。

　

自
動
車
業
界
に
お
け
る
物
流
効
率
化
と

コ
ス
ト
低
減
、
環
境
負
荷
軽
減
へ
の
貢
献

を
目
指
す
同
社
は
、
創
業
以
来
50
年
間
に

蓄
積
し
た
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た

パ
レ
ッ
ト
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
を
進
め
て
い
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に

よ
り
パ
レ
ッ
ト
１
枚
当
た
り
の
稼
働
率
が

高
ま
り
、
コ
ス
ト
低
減
や
環
境
負
荷
軽
減

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

本社
東京都千代田区大手町1-1-3
大手センタービル
URL
https://www.jpr.co.jp/

日本パレットレンタル

会員企業ファイル㊸

我が社
の逸品

従来のパレットレンタルに限らず物流を支える
クラウド型サービス「Logiarx」
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資本金
従業員
拠 点
代表者

2,350 万円
828 人（2021年 5 月現在）
国内 7
取締役社長
鷹野 哲也

の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
り
、
総
合
周
回
路
は
１

周
7.9
㎞
と
い
う
広
大
な
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で

高
速
試
験
を
は
じ
め
、
寒
冷
地
走
行
な
ど

市
場
で
の
適
合
性
評
価
試
験
が
１
年
を
通

し
て
行
え
る
。

　

完
成
車
メ
ー
カ
ー
の
受
託
試
験
で
培
っ

た
経
験
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
認
定
の
高
度

な
運
転
資
格
を
持
つ
運
転
技
術
に
秀
で
た

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
実
走
試
験
、
国
家
整
備

士
資
格
を
有
す
る
自
動
車
の
構
造
を
知
り

尽
く
し
た
多
数
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
顧

客
の
要
望
に
き
め
細
か
く
応
え
、
試
験
設

計
・
車
両
改
造
・
計
装
・
試
験
実
施
・
デ
ー

タ
解
析
ま
で
一
貫
し
て
信
頼
性
の
高
い
試

験
評
価
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
は
、

独
自
の
強
み
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
て
の
電
動
化
の
領
域
で
は
、

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
か
ら
車
両
ま
で
の
電
動

評
価
化
技
術
の
向
上
に
取
り
組
む
。
自
動

運
転
の
領
域
で
は
、
そ
の
基
と
な
る
Ａ
Ｄ

Ａ
Ｓ
に
お
け
る
国
際
法
規
や
、
欧
州
・
北

米
・
日
本
の
新
車
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
で
必
要
と
な
る
各
種

設
備
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
評
価
に
取
り
組

む
。
今
後
も
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
な
社
会
と

事
故
ゼ
ロ
社
会
に
向
け
た
開
発
に
貢
献
す

る
。

ア
イ
シ
ン
の
評
価
部
門
か
ら
独
立

性
能
評
価
か
ら
規
格
試
験
ま
で
対
応

　

エ
フ
テ
ィ
テ
ク
ノ
は
、
ア
イ
シ
ン
精
機

（
現
ア
イ
シ
ン
）
の
信
頼
性
評
価
の
機
能

を
一
部
移
管
し
、
１
９
９
９
年
９
月
に
設

立
し
た
試
験
評
価
の
専
門
会
社
で
あ
る
。

車
両
開
発
に
お
け
る
第
三
者
評
価
機
関
と

し
て
、
国
内
の
完
成
車
メ
ー
カ
ー
や
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
１
を
中
心
と
す
る
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
の
試
験
評
価
業
務
な
ど
を
手
掛
け
る
。

テ
ス
ト
コ
ー
ス
や
シ
ャ
シ
ー
ダ
イ
ナ
モ
な

ど
の
台
上
設
備
・
環
境
設
備
を
用
い
て
、

個
々
の
試
験
内
容
に
合
わ
せ
た
環
境
で
実

車
走
行
や
ベ
ン
チ
試
験
な
ど
を
実
施
す
る
。

車
両
や
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
部
品
単
体
に
お
け

る
耐
久
試
験
や
性
能
試
験
な
ど
幅
広
い
試

験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
電
動
化
や
先
進

運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
の
開

発
な
ど
も
支
援
す
る
。

　

藤
岡
試
験
場
（
愛
知
県
豊
田
市
）
と
豊

頃
試
験
場
（
北
海
道
豊
頃
町
）
の
テ
ス
ト

コ
ー
ス
や
屋
内
評
価
設
備
な
ど
を
用
い
て
、

車
両
や
部
品
の
評
価
な
ど
を
行
う
。
藤
岡

試
験
場
は
テ
ス
ト
コ
ー
ス
に
加
え
、
エ
ン

ジ
ン
試
験
室
や
環
境
試
験
室
、
衝
突
試
験

室
な
ど
の
設
備
を
有
す
る
。
走
行
試
験
や

高
温
室
・
低
温
室
で
の
環
境
試
験
な
ど
、

法
規
や
各
種
規
格
試
験
に
対
応
す
る
。
豊

頃
試
験
場
は
総
面
積
７
４
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

本社
愛知県豊田市御作町坂下 918-11
URL
http://fttechno.co.jp/

車両開発の
第三者評価機関

エフティテクノ

会員企業ファイル㊹豊頃試験場

我が社
の逸品

スレッド試験場。室内で衝突模擬試験が行える
最先端設備で高精度な認証試験が行える評価能力
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資本金
従業員
生産拠点

代表者

3,500 万円
280人（2021年5月末現在）
田中熱工 3 拠点、タナカ
プリコート 2 拠点、エマ
ナック東日本 2 拠点、エ
マナック西日本 1 拠点、
中国・広東省 1 拠点
代表取締役
田中 良典

熱処理・表面処理の
匠集団

組
ん
だ
結
果
、
現
在
で
は
完
成
車
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
監
査
を
一
度
で
ク
リ
ア
す
る

ほ
ど
の
高
評
価
を
得
て
い
る
。

　

田
中
社
長
は
「
ね
じ
の
知
識
を
ベ
ー
ス

に
し
て
、
熱
処
理
や
表
面
処
理
、
塗
布
加

工
の
知
識
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
他
社
で
は

ま
ね
で
き
な
い
独
自
の
解
決
案
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
多
く
の
顧
客
か

ら
高
い
信
頼
を
得
た
強
み
を
語
る
。

　
「
お
客
さ
ま
の
『
心
の
音
』
と
し
て
何

を
求
め
て
い
る
か
」
を
く
み
上
げ
る
力
が

提
案
力
と
な
る
。
そ
れ
に
は
“
人
と
し
て

の
賢
さ
で
あ
る
人
間
力
”
が
必
要
で
、
若

い
ス
タ
ッ
フ
ら
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積

極
的
に
任
せ
る
こ
と
で
人
間
力
を
さ
ら
に

育
ん
で
い
く
。

　

表
面
処
理
で
は
乾
式
め
っ
き
に
注
力
し

て
い
る
。
め
っ
き
処
理
の
多
く
は
、
液
剤

を
使
用
し
て
表
面
処
理
を
行
う
た
め
「
湿

式
め
っ
き
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
メ
カ

ニ
カ
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
エ
マ
ル
ー
チ
ェ
）

は
液
剤
を
使
用
し
な
い
「
乾
式
め
っ
き
」

で
あ
る
こ
と
が
他
の
め
っ
き
処
理
と
大
き

く
異
な
る
。

　

熱
に
よ
る
応
力
低
下
や
水
素
脆
性
の
心

配
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
め
っ
き
処
理
が

難
し
か
っ
た
高
強
度
ボ
ル
ト
や
鋳
物
な
ど

と
い
っ
た
製
品
に
も
高
い
防
錆
効
果
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
耐
食
の
新
製
品

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

自
動
車
を
は
じ
め
鉄
道
や
建
機
な
ど
に
も
採
用

モ
ッ
ト
ー
は
顧
客
の
心
の
音
を
聞
く
こ
と

　

金
属
熱
処
理
を
手
が
け
る
エ
マ
ナ
ッ
ク

は
、
１
９
７
３
年
に
設
立
し
た
田
中
熱
工

を
中
軸
に
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
形
成
、
海

外
を
含
む
５
社
で
九
つ
の
生
産
拠
点
を
有

す
る
。
ね
じ
・
ボ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
か
ら
預

か
っ
た
製
品
に
、
熱
処
理
や
表
面
処
理
、

塗
布
加
工
を
施
す
の
が
事
業
の
中
心
だ
。

各
部
の
締
結
部
品
に
加
工
す
る
こ
と
で
、

高
強
度
化
や
劣
化
防
止
、
固
定
力
強
化
が

施
さ
れ
、
そ
の
製
品
は
自
動
車
を
は
じ
め
、

鉄
道
や
建
設
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
に
も
採
用

さ
れ
て
い
る
。

　

田
中
良
典
社
長
は
「
２
０
０
２
年
に
創

業
者
で
父
で
あ
る
先
代
社
長
か
ら
事
業
を

引
き
継
ぎ
、
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
ブ
ラ

ン
ド
力
の
強
化
」
だ
と
語
る
。「
当
時
か

ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要
請
は
強
く
、
徐
々

に
販
売
単
価
が
下
が
っ
て
い
く
と
い
う
状

況
に
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

そ
こ
で
田
中
社
長
は
、「
お
客
さ
ま
の

『
心
の
音
』
を
聞
く
こ
と
」
を
社
内
で
徹

底
す
る
。
顧
客
と
の
取
引
の
中
で
納
期
の

厳
守
は
も
ち
ろ
ん
「
お
預
か
り
し
た
商
品

を
厳
格
に
管
理
す
る
」
他
「
問
題
解
決
の

技
術
力
」「
商
品
開
発
に
役
立
つ
提
案
力
」

を
持
つ
こ
と
を
課
題
と
し
て
き
た
。

　

自
動
車
部
品
と
し
て
の
金
属
加
工
は
要

求
水
準
も
高
く
「
本
当
に
自
分
た
ち
に
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
思
い
で
取
り

本社
大阪府守口市南寺方
東通4-24-8
URL
https://emanak.co.jp/

エマナック

会員企業ファイル㊺

我が社
の逸品

熱処理した製品
エマルーチェ合金粉と処理製品

本社
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資本金
従業員
拠 点
代表者

1,500万円
約200人
6拠点
代表取締役社長
木口 重樹

高
ま
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
）
成
形
で
自
動
車
部
品
試
作
を

行
う
名
古
屋
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｆ
）
を
相
次
い
で
設
立
し
、

事
業
拡
大
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　

同
社
は
技
術
要
求
レ
ベ
ル
が
高
い
航
空

機
業
界
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
長
し
た
た
め
、
こ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
動
車
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
で

も
生
か
せ
る
の
が
特
徴
だ
。
自
動
車
部
品

に
使
用
さ
れ
る
材
料
を
評
価
す
る
が
、
試

験
片
レ
ベ
ル
で
の
評
価
に
止
ま
ら
ず
、
実

際
の
部
品
形
状
で
疲
労
試
験
な
ど
の
評
価

が
可
能
な
点
も
強
み
だ
。
金
属
材
料
に
加

え
、
車
体
構
造
の
軽
量
化
に
欠
か
せ
な
い

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
な
ど
の
複
合
材
の
評
価
も
実
施

し
て
い
る
。

　

保
有
設
備
は
、
引
張
試
験
機
20
台
、
高

温
で
の
材
料
特
性
を
評
価
す
る
ク
リ
ー
プ

試
験
機
約
３
５
０
台
、
疲
労
試
験
機
約
80

台
な
ど
、
国
内
試
験
所
最
大
級
の
試
験
機

を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　

車
両
の
電
動
化
が
加
速
す
る
市
場
環
境

で
、
同
社
は
電
動
化
領
域
の
評
価
試
験
へ

の
対
応
力
向
上
を
重
視
す
る
。
自
社
対
応

に
加
え
、
協
力
会
社
と
の
提
携
も
含
め
た

評
価
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
充
実
を
急
ぐ
こ
と

で
、
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
図

る
方
針
だ
。

起
源
は
研
磨
業

２
０
０
３
年
か
ら
試
験
専
業
へ

　

今
年
創
業
60
周
年
を
迎
え
る
キ
グ
チ
テ

ク
ニ
ク
ス
は
、
強
度
試
験
の
分
野
で
国
内

最
大
級
の
独
立
試
験
所
と
し
て
、
航
空
・

宇
宙
、
自
動
車
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
分

野
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
材
料
の
品
質
・
性

能
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
研
磨
業
を
祖
業

に
１
９
６
１
年
に
創
業
し
て
以
来
、
加
工
、

試
験
部
門
と
事
業
を
拡
大
し
、
２
０
０
３

年
に
材
料
の
試
験
片
加
工
、
試
験
を
専
門

と
す
る
試
験
所
と
し
て
全
国
展
開
を
開
始

し
た
。

　

引
張
試
験
、
疲
労
試
験
、
ク
リ
ー
プ
試

験
な
ど
に
関
し
て
、
素
材
の
切
り
出
し
か

ら
試
験
片
加
工
、
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
作
成

ま
で
を
一
貫
し
て
実
施
で
き
る
こ
と
を
強

み
と
す
る
。
特
に
航
空
機
業
界
の
試
験
認

定
を
多
く
取
得
す
る
な
ど
航
空
機
分
野
で

成
長
を
遂
げ
て
き
た
が
、
近
年
は
大
手
国

内
自
動
車
メ
ー
カ
ー
向
け
な
ど
自
動
車
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

19
年
に
は
米
国
市
場
で
の
日
本
メ
ー

カ
ー
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
と
位
置
付
け
る

キ
グ
チ
ア
メ
リ
カ
（
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
）

を
設
立
し
た
ほ
か
、
20
年
に
は
東
日
本
の

顧
客
対
応
力
向
上
を
目
的
と
し
た
東
京
試

験
所
（
埼
玉
県
桶
川
市
）
に
加
え
、
自
動

車
業
界
で
も
軽
量
化
素
材
と
し
て
関
心
が

本社
島根県安来市恵乃島町 114-15
URL
https://kiguchitech.co.jp/ 創業60周年を迎える

国内最大級の
独立試験所

キグチテクニクス

会員企業ファイル㊻本社新工場

我が社
の逸品

機械試験実施風景疲労試験機が並ぶ疲労試験棟
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ト
ヨ
タ
自
動
車
と
日
野
自
動
車
、
い

す
ゞ
自
動
車
は
３
月
24
日
、
商
用
車
事

業
で
提
携
す
る
と
発
表
し
た
。
ト
ヨ
タ

と
い
す
ゞ
が
株
式
を
持
ち
合
う
ほ
か
、

３
社
で
新
会
社
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル・
ジ
ャ

パ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
（
Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｔ
）」
を
４
月
に

設
立
し
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、

自
動
運
転
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
電
動
化
）

技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
す
る
。

　

ト
ヨ
タ
は
い
す
ゞ
と
の
資
本
関
係
を

３
年
前
に
解
消
し
て
い
た
が
、
再
出
資

の
理
由
を
豊
田
章
男
社
長
は
「
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｅ
革
命
に
よ
り
、
状
況
は
一
気
に
変

わ
っ
て
き
た
」
と
語
っ
た
。

　

提
携
は
主
に
中
・
小
型
ト
ラ
ッ
ク
と

バ
ン
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
対

象
で
①
電
動
化（
燃
料
電
池
車
を
含
む
）

②
自
動
運
転
技
術
③
電
子
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
共
同
開
発
す
る
。
ま
た
、

３
社
の
技
術
基
盤
を
ベ
ー
ス
と
し
た
商

NEWS
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ト
ヨ
タ
、日
野
、

い
す
ゞ
が
提
携

用
車
専
用
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス

基
盤
を
つ
く
り
、
運
行
効
率
の
向
上
や

整
備
提
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
し
、
３
社
の
車
両
に
実
装
し
て

い
く
。
Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｔ
の
社
長
に
就
任
す
る

ト
ヨ
タ
Ｃ
Ｖ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
中
嶋
裕
樹

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
は
「
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
用

車
の
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
お
客
さ
ま
ご
と
に
提

供
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
新
会

社
は
ト
ヨ
タ
８
割
、
い
す
ゞ
と
日
野
が

１
割
ず
つ
出
資
し
て
４
月
１
日
に
設
立

し
た
。

　

い
す
ゞ
自
動
車
は
４
月
１
日
、
ボ
ル

ボ
傘
下
に
あ
っ
た
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
の

事
業
取
得
に
向
け
た
手
続
き
が
完
了
し

た
こ
と
を
発
表
し
た
。
２
０
２
０
年
10

月
に
締
結
し
た
基
本
契
約
を
基
に
ボ
ル

ボ
・
グ
ル
ー
プ
と
の
戦
略
的
提
携
を
本

格
的
に
開
始
す
る
。
Ｕ
Ｄ
の
事
業
取
得

完
了
に
伴
っ
て
、
４
月
１
日
付
け
で
い

す
ゞ
の
饗
場
哲
也
取
締
役
常
務
執
行
役

員
が
Ｕ
Ｄ
の
最
高
財
務
責
任
者
（
Ｃ
Ｆ

Ｏ
）、
袴
田
直
人
専
務
執
行
役
員
が
Ｕ
Ｄ

の
代
表
取
締
役
会
長
を
兼
務
す
る
人
事

も
発
表
し
た
。
い
す
ゞ
と
ボ
ル
ボ
は
最

高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
や
社
長
、

役
員
で
構
成
す
る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
ボ
ー

ド
の
も
と
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
オ
フ
ィ
ス

を
東
京
都
品
川
区
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

イ
エ
テ
ボ
リ
に
設
置
し
、
協
業
加
速
を

推
進
す
る
。

　

今
秋
に
都
内
で
開
催
を
予
定
し
て
い

た
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
の
中
止
が
決

定
し
た
。
日
本
自
動
車
工
業
会
の
豊
田

章
男
会
長
は
４
月
22
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

NEWS
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い
す
ゞ
、ボ
ル
ボ
か
ら「
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ

ク
ス
」
の
事
業
取
得
手
続
き
完
了
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自
工
会
、東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

開
催
中
止
を
決
定

で
記
者
会
見
を
開
き
、
同
シ
ョ
ー
の
開

催
中
止
を
発
表
し
た
。豊
田
会
長
は「
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
リ
ア
ル
に
見
て

も
ら
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
」
と

述
べ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
も
見
送

り
、
イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
も
延
期
せ
ず

に
中
止
と
す
る
。
前
回
（
19
年
開
催
）

シ
ョ
ー
で
１
３
０
万
人
規
模
に
拡
大
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
リ
ア
ル
に
実
施
す
る
の

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
再

拡
大
の
局
面
で
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
世
界
各
地
で

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
が
中
止
に
追
い
や
ら

れ
て
い
る
。
３
月
開
催
予
定
だ
っ
た
ス

NEWS  TOP 5 3〜5.2021

 掲載記事の詳細は
　　 「日刊自動車新聞電子版

（http://www.netdenjd.com/）」
（月額3500円）でご覧いただけます。
【購読の申し込み、お問い合わせ】
TEL:03-5777-2318
Eメール:hanbai@njd.jp

中・小型トラックやバン、ピックアップトラックなどを共同開発していく

リアルの開催にこだわってきた東京モーターショー（写真は前回）
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イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

が
中
止
に
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
米
国

デ
ト
ロ
イ
ト
で
６
月
に
開
催
す
る
北
米

国
際
オ
ー
ト
シ
ョ
ー
は
９
月
に
延
期
す

る
計
画
だ
っ
た
が
中
止
を
決
定
。
一
方
、

中
国
の
上
海
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
実
会

場
で
４
月
に
開
催
さ
れ
た
。

　

ホ
ン
ダ
は
４
月
23
日
、
２
０
４
０
年

に
世
界
の
新
車
販
売
の
す
べ
て
を
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
と
燃
料
電
池
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
に
切
り
替
え
る
と
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
エ
ン
ジ
ン
の
競
争
力
で
成
長

し
て
き
た
ホ
ン
ダ
だ
が
、
足
元
で
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
機
運
が

急
速
に
高
ま
る
中
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
車
の
専
業
メ
ー
カ
ー
へ
と
舵
を
切
る
。

　

具
体
的
に
は
30
年
に
先
進
国
の
新
車

販
売
に
占
め
る
Ｅ
Ｖ
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
比
率

NEWS
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ホ
ン
ダ
、２
０
４
０
年
め
ど
に

販
売
全
車
を
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ
に

を
40
％
に
、
35
年
に
80
％
に
引
き
上
げ

る
。
40
年
に
は
世
界
販
売
の
す
べ
て
を

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
に
切
り
替
え
る
。

　

北
米
で
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ

（
Ｇ
Ｍ
）
と
の
協
業
に
加
え
、
20
年
代

後
半
に
自
社
開
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
e
：
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
を
採

用
し
た
Ｅ
Ｖ
を
投
入
。
中
国
で
は
５
年

以
内
に
10
機
種
の
Ｅ
Ｖ
を
投
入
す
る
。

日
本
で
も
24
年
に
軽
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
を

発
売
す
る
計
画
で
あ
り
、
安
全
技
術
な

ど
も
含
め
て
今
後
６
年
間
で
５
兆
円
の

研
究
開
発
費
を
投
じ
る
。

　

Ｅ
Ｖ
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
課
題
は
あ
る
が
、

同
日
都
内
で
開
い
た
社
長
就
任
会
見
に

登
壇
し
た
三
部
敏
宏
社
長
は
「
ま
ず
は

タ
ン
ク
・
ト
ゥ
・
ホ
イ
ー
ル
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
減
ら
す
こ
と
が
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
責
務
だ
」
と
考
え
を

示
し
た
。

　

内
閣
府
主
導
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
の

自
動
運
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
を
進

め
て
き
た
技
術
が
実
用
化
の
フ
ェ
ー
ズ

に
入
る
。
高
精
度
地
図
や
セ
ン
サ
ー
の

安
全
性
評
価
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

自
動
運
転
に
必
要
な
技
術
分
野
を
協
調

領
域
と
定
め
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
開

発
を
推
進
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
技
術
実
証
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
な
が
ら
も
、
出

口
戦
略
が
見
え
始
め
た
。
今
後
、
Ｓ
Ｉ

Ｐ
を
通
じ
て
構
築
し
た
官
民
連
携
の
枠

組
み
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
か
が
焦
点

と
な
り
そ
う
だ
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
産
学
官
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
省
庁
や
分
野
を
超
え
て
自
動
運
転

の
協
調
領
域
に
関
す
る
開
発
を
進
め
て

い
る
。
２
０
１
４
年
に
始
ま
っ
た
自
動

走
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
第
２
期

（
２
０
１
８
～
22
年
度
）
に
入
り
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
の
整
備
や
仮
想
空
間

で
の
安
全
性
評
価
環
境
の
構
築
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
評
価
基
準
の

確
立
な
ど
、
四
つ
の
テ
ー
マ
を
最
重
要

課
題
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

　

官
民
連
携
に
よ
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

NEWS
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Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
自
動
運
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

官
民
連
携
の
成
果
着
々

かわら版 NEWS  TOP 5
「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2021年3～5
月）の中から、 注目記事をピック
アップ。明日のクルマ社会のヒント
はココにある！

４月にはメディア向け試乗会が開かれた

新生ホンダを率いる三部社長

ト
の
成
果
は
出
て
き
て
い
る
。
19
年
に

道
路
交
通
法
と
道
路
運
送
車
両
法
を
改

正
し
た
こ
と
や
、
ホ
ン
ダ
が
自
動
運
転

「
レ
ベ
ル
３
」（
条
件
付
き
自
動
運
転
）
の

機
能
を
搭
載
し
て
新
た
に
発
売
し
た
「
レ

ジ
ェ
ン
ド
」
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
基

盤
（
稲
畑
廣
行
社
長
、
東
京
都
中
央
区
）

が
整
備
し
た
３
次
元
地
図
デ
ー
タ
が
採

用
さ
れ
る
な
ど
、
法
規
制
と
技
術
開
発

の
両
輪
が
う
ま
く
か
み
合
い
、
自
動
運

転
車
の
公
道
走
行
を
後
押
し
す
る
環
境

整
備
が
進
む
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｐ
自
動
走
行
の
第
２
期
が
折
り

返
し
地
点
に
入
り
、
協
調
領
域
と
し
て

官
民
で
進
め
て
き
た
技
術
の
実
用
化
が

本
格
化
す
る
。
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JAPIA初の産学連携協定を
豊橋技術科学大学と締結

■ 

講
座
概
要

●
機
械
工
学
大
学
院
特
別
講
義
Ⅰ

　
（�

対
象
：
機
械
工
学
専
攻�

博
士
前
期

課
程
学
生
）

　

�

内
容
：
エ
ン
ジ
ン
、
電
動
化
、
将
来

モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
、
ブ
レ
ー
キ
、
軽

量
化
、
材
料
技
術
な
ど
企
業
に
お
け

る
先
端
技
術
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

自
動
車
産
業
の
環
境
変
化
と
将
来
の

自
動
車
社
会
に
つ
い
て
講
義
す
る
。

●
機
械
工
学
大
学
院
特
別
講
義
Ⅱ

　
（�

対
象
：
機
械
工
学
専
攻�

博
士
前
期

課
程
学
生
）

　

�

内
容
：
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
、
情
報
化
、

自
動
走
行
、
安
全
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

企
業
に
お
け
る
先
端
技
術
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
自
動
車
産
業
の
環
境
変

化
と
将
来
の
自
動
車
社
会
に
つ
い
て

講
義
す
る
。

左から豊橋技術科学大学 足立忠晴副学長、田中三郎副学長、寺嶋一彦学長、JAPIA豊田周平
前総合技術委員長、大下政司専務理事、古野志健男技術顧問

　

２
０
２
１
年
３
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
は
国
立
大
学
法
人
豊
橋
技
術
科
学
大

学
と
包
括
的
な
産
学
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。
当
会
が
こ
の
よ
う
な
協
定
を
結

ぶ
の
は
初
め
て
と
な
る
。
大
学
と
の
間

で
よ
り
多
く
の
教
育
機
会
を
持
つ
こ
と

で
、
将
来
の
自
動
車
産
業
を
支
え
る
人

材
育
成
の
一
助
と
す
る
た
め
の
連
携
協

定
と
な
っ
た
。

　

主
な
教
育
連
携
協
力
は
①
教
育
講
座

の
設
置
、�

②
工
場
・
研
究
所
な
ど
の
見

学
会
の
実
施
、
③
両
者
の
ニ
ー
ズ
に
基

づ
く
教
育
研
究
機
会
の
設
置
と
な
る
。

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
会
員

企
業
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
技
術

者
を
非
常
勤
講
師
と
し
て
大
学
に
派
遣

し
、
自
動
車
の
大
変
革
を
支
え
る
先
進

的
な
技
術
の
講
義
を
実
施
す
る
。JAPIAが産学連携提携を結ぶのは初めてのこと

日　時 テーマ
第１回 ４月28日 自動車産業を取り巻く環境変化と将来モビリティ社会

第２回 ５月12日 クリーンかつ高効率なエンジンを実現するための基礎技術について

第３回 ５月19日 ハイブリッド自動車向け電気式4WD（四輪駆動）ユニットの開発

第４回 ５月26日 自動車用ブレーキ基礎講座：自動車用ブレーキの未来

第５回 ６月  2日 小型軽量化技術

第６回 ６月  9日 シール技術＆ゴム加工技術

第７回 ６月16日 モビリティ社会におけるセラミックス材料技術の役割

日　時 テーマ
第１回 ６月21日 自動車産業を取り巻く環境変化と将来モビリティ社会

第２回 ６月28日 新しいモビリティ社会へのアプローチ

第３回 ７月  5日 次世代モビリティにおける車室内空間

第４回 ７月12日 温故知新─現代に必要な計算のカラクリと落とし穴─

第５回 ７月19日 電力・信号伝達技術

第６回 ７月26日 衝突安全法規：アセスメントと乗員保護技術

第７回 ８月  2日 モビリティの未来を照らす最新証明技術

information
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自動車５団体の連携活動
SDGsへの取り組み

一般社団法人日本自動車工業会（会長：豊田章男）、一般社団法人日本自動車部品工業会（会長：尾堂
真一）、一般社団法人日本自動車車体工業会（会長：宮内一公）、一般社団法人日本自動車機械器具工
業会（理事長：辻修）、一般社団法人日本自動車販売協会連合会（会長：加藤和夫）は自動車業界として、
新型コロナウイルス危機の克服と復興に貢献していく決意を表明し、共に活動を進めております。今回は
新たな活動「SDGs（持続可能な開発目標）への取り組み」をご紹介いたします。

給電システムの種類

各社の給電車紹介情報まとめ
（HPベース）

　

電
動
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
〈
Ｈ
Ｖ
〉、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
〈
Ｐ
Ｈ

Ｖ
〉、
電
気
自
動
車
〈
Ｅ
Ｖ
〉、
燃
料
電

池
自
動
車
〈
Ｆ
Ｃ
Ｖ
〉）
は
、
台
風
や

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
時
に
移
動
手
段

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
電
力
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
停
電
時
の
生
活
を
支
え
る
事

が
で
き
ま
す
。
災
害
発
生
に

よ
る
停
電
時
に
は
多
く
の
電

動
車
が
電
源
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
一
方
で
、
給
電
機

能
を
備
え
た
ク
ル
マ
を
保
有

し
て
い
て
も
「
給
電
機
能
の

こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
」「
使

い
方
が
分
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
声
も
上
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
電
動
車
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
給
電
機
能

の
種
類
と
使
い
方
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

〈
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
情
報
〉

⑴� 

車
載
の
取
り
扱
い
説
明
書
・
オ
ー

ナ
ー
ズ
マ
ニ
ュ
ア
ル

⑵� 

各
メ
ー
カ
ー
の
車
種
・
給
電
機
能

の
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

� 
�（

発
災
時
に
は
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
制
限
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

＜ご紹介３＞ 
各社の給電車紹介情報まとめ（HPベース） 

 
 
 
 

 
（大見出し） 
② カーボンニュートラルに関する情報提供 
 

20年10月の菅首相による２０５０年カーボンニュートラル表明を受け、経済産業省による「グリーン成長戦略」の策定や、
30年のCO2削減目標として13年度比マイナス46%の設定、ならびに30年代半ばまでに乗用車新車販売で電動車（※注記
１）100%が設定されるなど、カーボンニュートラルに向けた動きが急速に広がっています。自動車業界においても取り組みを進め
ていくための理解促進ツールとして、下記二つの情報をご提供いたします。各社のカーボンニュートラル対応にご活用ください。 
 

 
カーボンニュートラルの基礎知識  

 
 

 

カーボンニュートラルデータ集  

 
 

も
し
も
の
時
に
役
立
つ 

ク
ル
マ
の
給
電
機
能
の
紹
介

❶

お
役
に
立
つ
情
報
は
印
刷
の
上
、
車

内
に
備
え
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
）

⑶��　

お
手
持
ち
の
ク
ル
マ
の
給
電
装
置

の
位
置
（
コ
ン
セ
ン
ト
、
外
部
給
電

口
、
別
売
り
の
給
電
器
の
要
否
）

ライフライン復旧にかかる時間

※1「経済産業省 平成28年熊本震災への対応と災害対応体制の構築に向けた取り組み」参照
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２
０
２
０
年
10
月
の
菅
首
相
に
よ
る

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
に

向
け
た
表
明
を
受
け
、
経
済
産
業
省
に
よ
る

「
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」
の
策
定
や
、
30
年

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
と
し
て
２
０
１
３
年
度

比
マ
イ
ナ
ス
46
％
の
設
定
、
な
ら
び
に
30
年

代
半
ば
ま
で
に
乗
用
車
新
車
販
売
で
電
動
車

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
セ
ミ
ナ
ー
を
自
動
車
５
団

体
に
て
順
次
、
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。
新
た
な
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
セ

ミ
ナ
ー
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
０
０
％
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
動
き
が
急
速
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
業
界
に
お
い
て
も

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
理
解
促
進

ツ
ー
ル
と
し
て
、
二
つ
の
情
報
を
ご
提
供
い

た
し
ま
す
。
各
社
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
対
応
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

カーボンニュートラルの基礎知識

カーボンニュートラルデータ集

JAPIA
「自動車5団体活動 関連情報」
掲載 HP

■これまでに開催したセミナー

講演テーマ 講　師 開催日程

1
SDGs の概要および 
SDGs 経営ガイドに
関するセミナー

経済産業省 経済産業政策局 産業資金課 
課長補佐　増本 龍憲 様 2021年 5 月

2 ISO 環境マネジメン
ト講習会

本田技研工業株式会社 日本本部 地域事業企画部
環境推進課 課長　堂坂 健児 様 2021年 6 月

３ カーボンニュートラ
ル（CN）セミナー

一般社団法人日本自動車工業会
安全・環境領域 領域長　岡 紳一郎 様
一般社団法人日本自動車工業会
サプライチェーン委員会 調達部会部会長　加藤 貴己 様

2021年 6 月

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

関
す
る
情
報
提
供

❷

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
開
催

❸
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